フランスにおける地方公務員制度の改正 : 一九八七年七月一三日法、一九九四年一二月二七日法を中心に by 玉井 亮子 & Ryoko Tamai
一
、
は
じ
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
現
行
の
地
方
公
務
員
制
度
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
定
め
ら
れ
た
法
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
定
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
八
二
年
三
月
二
日
法
を
も
っ
て
新
た
な
段
階
を
迎
え
た
地
方
制
度
改
革
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
地
方
分
権
化
政
策
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
公
務
員
制
度
全
体
へ
の
見
直
し
が
必
要
と
さ
れ
、
新
た
な
地
方
公
務
員
制
度
創
設
を
伴
っ
た
公
務
員
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
た
に
設
け
ら
れ
た
地
方
公
務
員
制
度
は
、
以
下
の
法
律
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
を
対
象
に
し
て
共
通
の
権
利
義
務
を
定
め
た
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
(
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i
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
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3

6
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4
d
u
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3
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3
p
o
rtan
t
d
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e
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b
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s
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s)
及
び
地
方
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
、
県
、
州
及
び
一
部
地
方
公
施
設
法
人
(	

	


p
u
b
liq
u
e)
で
勤
務
す
る
職
員
を
対
象
と
し
た
身
分
規
程
で
あ
る
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法(
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三
玉
井
亮
子
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
を
中
心
に
te
rrito
riale)
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
ら
の
法
律
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
一
九
世
紀
末
以
来
、
国
家
公
務
員
と
同
等
の
権
利
義
務
を
求
め
て
活
動
し
て
き
た
市
町
村
公
務
員
の
活
動
が
あ
っ
た
。
市
町
村
公
務
員
、
そ
し
て
彼
ら
を
含
め
た
地
方
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
国
家
公
務
員
と
同
じ
法
律
で
権
利
義
務
を
定
め
ら
れ
る
と
い
う
地
方
公
務
員
制
度
の
創
設
は
、
そ
の
身
分
規
程
の
歴
史
に
お
い
て
、
大
き
な
前
進
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
地
方
公
務
員
制
度
は
、
常
に
議
論
の
対
象
と
な
り
、
改
正
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
前
稿
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
現
行
地
方
公
務
員
制
度
の
概
要
と
そ
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
展
開
過
程
を
主
に
提
示
し
た
(
)
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
八
四
年
以
降
の
そ
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
概
要
を
提
示
す
る
上
で
の
情
報
は
提
示
し
た
に
留
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
改
正
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
た
改
正
の
要
因
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
及
び
一
九
八
四
年
七
月
一
二
日
法
に
対
す
る
改
正
と
し
て
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
(
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n
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7
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3
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、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
(
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を
取
り
上
げ
る
。
地
方
公
務
員
制
度
に
対
し
て
複
数
の
改
正
が
行
わ
れ
る
中
で
、
こ
の
二
つ
の
法
律
を
取
り
上
げ
る
理
由
に
つ
い
て
は
以
下
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
つ
い
て
は
、
職
群
(
cad
re
d
’e
m
p
lo
i)
制
度
や
地
方
自
治
体
人
事
管
理
協
力
機
関
と
い
っ
た
制
度
運
営
上
、
必
要
不
可
欠
な
制
度
や
機
関
の
設
置
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
改
正
は
、
そ
れ
以
前
に
方
向
付
け
ら
れ
て
い
た
地
方
公
務
員
制
度
の
流
れ
を
一
部
変
更
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
法
律
は
、
一
九
八
六
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
を
挟
ん
で
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
選
挙
結
果
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
事
例
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
及
び
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
制
定
時
は
、
左
翼
単
独
政
権
で
あ
っ
た
が
、
地
方
公
務
員
制
度
に
改
正
を
加
え
た
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
制
定
時
は
、
保
革
共
存
政
権
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四
で
あ
っ
た
。
政
権
の
移
り
変
わ
り
が
地
方
公
務
員
制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
改
正
の
背
景
を
含
め
て
考
察
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
方
公
務
員
制
度
に
対
す
る
検
討
を
深
め
た
い
。
そ
し
て
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
協
力
機
関
の
間
に
お
け
る
権
限
の
再
配
分
、
採
用
や
研
修
に
関
し
て
、
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
こ
の
改
正
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
目
的
の
一
つ
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
法
律
も
ま
た
、
一
九
九
三
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
を
挟
ん
で
議
論
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
項
目
に
つ
い
て
選
挙
前
の
法
案
と
は
異
な
る
内
容
を
含
ん
だ
法
律
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
つ
い
て
も
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
同
様
、
検
討
の
対
象
と
し
た
。
加
え
て
、
各
種
政
府
報
告
書
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
重
要
な
改
正
、
と
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
上
記
二
法
に
注
目
す
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
五
日
付
け
の
ロ
ニ
ャ
ー
ル
(
M
ich
e
l-A
n
to
in
e
R
o
g
n
ard)
に
よ
る
経
済
社
会
委
員
会
へ
の
答
申
及
び
報
告
書
(
)
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
つ
い
て
は
、
先
の
ロ
ニ
ャ
ー
ル
に
よ
る
答
申
及
び
報
告
書
、
ま
た
一
九
九
八
年
五
月
六
日
付
け
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
調
査
官
シ
ュ
ワ
ル
ツ
(
R
e
m
y
S
ch
w
artz)
に
よ
る
内
務
省
と
公
務
員
・
国
家
改
革
・
地
方
分
権
化
大
臣
宛
て
の
報
告
書
(
)
、
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
改
正
が
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
の
中
で
ど
の
よ
う
に
議
論
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
展
開
過
程
と
制
度
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
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五
五
二
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
（
１)
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
要
因
一
九
八
二
年
三
月
二
日
法
｢
市
町
村
、
県
、
お
よ
び
州
の
権
利
と
自
由
に
関
す
る
法
律
(
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21
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は
、
地
方
制
度
改
革
の
基
本
方
針
を
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
例
え
ば
一
九
八
三
年
一
月
七
日
お
よ
び
同
年
七
月
二
二
日
制
定
の
｢
市
町
村
、
県
お
よ
び
地
域
圏
お
よ
び
国
の
間
に
お
け
る
権
限
配
分
に
関
す
る
法
律
(
lo
i
n
8
3
8.



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tat)｣
と
い
っ
た
地
方
分
権
化
に
関
す
る
法
令
が
複
数
定
め
ら
れ
、
地
方
制
度
改
革
は
実
施
さ
れ
て
い
っ
た
。
国
か
ら
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
を
伴
っ
た
一
連
の
改
革
は
、
そ
の
過
程
で
、
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
機
会
が
増
大
す
る
と
い
う
予
想
や
、
国
家
公
務
員
か
ら
地
方
公
務
員
へ
の
身
分
移
管
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
お
り
、
給
与
・
年
金
・
身
分
の
計
算
方
法
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
(
)
。
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
は
地
方
公
務
員
制
度
上
の
地
方
公
務
員
の
身
分
保
障
の
充
実
を
記
し
、
地
方
公
務
員
制
度
の
方
向
性
を
示
し
た
。
そ
し
て
地
方
分
権
化
政
策
が
進
展
し
て
い
く
状
況
の
中
で
、
地
方
公
務
員
制
度
の
整
備
実
施
が
急
が
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
地
方
公
務
員
人
事
管
理
協
力
組
織
の
設
置
、
運
用
方
法
の
決
定
、
と
い
っ
た
具
体
的
な
組
織
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
と
い
っ
た
対
応
は
遅
れ
を
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
っ
て
、
地
方
公
務
員
制
度
の
具
体
的
な
制
度
配
置
が
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
一
九
八
七
年
に
こ
の
法
律
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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五
六
①
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
意
見
調
整
の
難
航
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
は
、
等
級(
g
rad
e)
と
職(
e
m
p
lo
i)
を
区
別
す
る
こ
と
、
そ
し
て
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
(



d
e
la
		
	 (
))
の
採
用
、
と
い
っ
た
従
来
は
国
家
公
務
員
の
み
を
対
象
と
し
た
項
目
を
地
方
公
務
員
制
度
に
も
導
入
し
た
。
ま
た
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
で
は
、
研
修
、
人
事
運
営
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
人
事
管
理
運
営
協
力
機
関
を
全
国
的
に
整
備
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
新
た
に
構
想
さ
れ
た
地
方
公
務
員
制
度
は
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
大
き
な
転
換
と
な
る
項
目
を
多
く
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
実
際
の
運
用
の
開
始
及
び
関
係
機
関
の
設
置
は
遅
れ
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
実
際
に
運
営
に
当
た
る
地
方
自
治
体
の
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
、
ま
た
従
来
は
地
方
公
務
員
と
は
区
別
さ
れ
た
権
利
義
務
を
所
有
し
て
い
た
国
家
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
多
く
の
懸
案
材
料
が
あ
っ
た
た
め
、
関
係
各
者
の
間
で
の
意
見
調
整
が
難
航
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
、
国
家
公
務
員
、
両
者
共
に
地
方
公
務
員
に
国
家
公
務
員
と
同
等
の
権
利
義
務
お
よ
び
キ
ャ
リ
ア
展
開
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
、
賛
成
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
同
時
に
一
種
の
抵
抗
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
は
、
地
方
分
権
化
政
策
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
優
秀
な
自
治
体
職
員
を
雇
用
育
成
す
る
こ
と
は
自
治
体
運
営
に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
地
方
公
務
員
を
よ
り
魅
力
的
な
職
と
し
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
し
、
ま
た
職
業
と
し
て
安
定
性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
国
家
公
務
員
と
同
等
の
権
利
義
務
を
持
ち
、
身
分
保
障
の
充
実
し
た
地
方
公
務
員
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
は
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
ま
た
国
家
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
が
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
機
会
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
中
、
自
ら
の
身
分
規
程
に
劣
ら
な
い
地
方
公
務
員
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
た
と
え
自
身
が
地
方
公
務
員
へ
と
身
分
移
管
と
な
っ
て
も
、
給
与
・
年
金
・
身
分
の
計
算
方
法
等
と
い
っ
た
身
分
保
障
面
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
将
来
性
を
損
な
わ
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
新
た
な
地
方
公
務
員
制
度
は
、
国
家
公
務
員
と
同
等
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七
の
権
利
義
務
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
従
来
に
比
べ
て
よ
り
一
層
、
全
国
的
な
関
係
機
関
整
備
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
全
国
の
地
方
公
務
員
組
織
の
結
束
を
促
し
、
ま
た
技
術
面
で
も
一
定
の
レ
ベ
ル
を
全
国
的
に
保
障
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
首
長
お
よ
び
地
方
議
会
議
員
、
国
家
公
務
員
は
、
地
方
公
務
員
組
織
の
自
律
性
が
強
化
さ
れ
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懸
念
を
抱
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
地
方
行
政
に
関
す
る
情
報
が
地
方
公
務
員
組
織
内
だ
け
に
留
ま
り
、
首
長
や
地
方
議
会
議
員
に
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
状
況
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
地
方
公
務
員
組
織
が
地
方
自
治
体
政
策
へ
の
影
響
力
を
増
大
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
ま
た
人
事
管
理
協
力
機
関
の
設
置
予
定
数
が
多
す
ぎ
る
た
め
に
、
各
機
関
の
運
営
費
用
の
負
担
が
地
方
自
治
体
財
政
に
重
く
伸
し
掛
か
る
の
で
は
な
い
か
、
と
具
体
的
制
度
の
整
備
に
躊
躇
す
る
要
素
も
あ
っ
た
。
ま
た
国
家
公
務
員
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
と
同
等
の
権
利
義
務
を
持
ち
、
更
に
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
能
力
を
地
方
公
務
員
が
身
に
つ
け
る
状
況
が
拡
大
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
制
度
整
備
に
つ
い
て
抵
抗
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
で
勤
務
す
る
国
家
公
務
員
は
、
自
ら
の
技
術
に
基
づ
い
て
保
持
し
て
い
た
地
方
公
務
員
に
対
す
る
優
越
的
地
位
へ
の
侵
蝕
が
更
に
進
み
、
ま
た
既
に
地
方
自
治
体
で
展
開
さ
れ
る
国
の
事
務
を
含
め
て
様
々
な
行
政
事
務
が
地
方
公
務
員
の
技
術
に
基
づ
か
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な
い
状
況
が
益
々
拡
大
し
、
自
ら
の
活
動
範
囲
を
彼
ら
に
前
よ
り
一
層
譲
渡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
訪
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
を
抱
い
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
様
々
な
思
惑
が
あ
る
中
、
一
九
八
四
年
七
月
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
人
事
管
理
協
力
機
関
の
中
で
い
ち
早
く
設
置
が
実
現
し
た
の
が
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
(
C
o
n
se
il





d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)
で
あ
っ
た
。
こ
の
評
議
会
は
、
地
方
議
会
議
員
代
表
者
と
地
方
公
務
員
労
働
組
合
代
表
者
よ
り
構
成
さ
れ
る
同
数
委
員
会
で
あ
り
、
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
法
案
・
ア
レ
テ
案
(
一
部
除
外
さ
れ
る
項
目
含
む
(
))
に
つ
い
て
意
見
を
提
示
す
る
内
務
省
諮
問
機
関
と
し
て
置
か
れ
た
も
の
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
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五
八
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
六
月
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
は
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
新
た
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
関
係
諸
機
関
及
び
そ
の
運
用
に
つ
い
て
、
以
下
の
意
見
を
内
務
省
に
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
公
務
員
が
採
用
し
て
い
る
職
団
(
co
rp
s)
制
度
は
、
あ
ま
り
に
も
詳
細
に
等
級
や
職
を
区
分
し
て
い
る
た
め
、
地
方
公
務
員
制
度
に
は
適
さ
な
い
。
よ
っ
て
職
団
制
度
よ
り
も
少
な
い
区
分
を
採
用
し
た
職
団
の
よ
う
な
別
度
を
、
地
方
公
務
員
制
度
は
独
自
に
設
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
る
地
方
公
務
員
向
け
の
職
団
は
、
国
家
公
務
員
の
職
団
に
も
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
公
務
員
の
職
団
と
地
方
公
務
員
の
職
団
と
は
全
体
と
し
て
類
似
し
た
形
態
に
す
る
も
の
、
と
の
意
見
を
提
示
し
た
。
ま
た
そ
の
創
設
時
期
を
、
従
来
定
め
ら
れ
て
い
た
一
九
八
六
年
三
月
で
は
な
く
、
一
九
八
六
年
末
以
降
に
延
長
す
る
こ
と
等
、
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
が
、
実
際
の
地
方
自
治
体
で
の
人
事
運
営
に
お
い
て
支
障
の
な
い
新
た
な
制
度
作
り
を
目
指
し
て
、
新
た
な
地
方
公
務
員
制
度
の
形
式
に
沿
っ
て
提
示
し
た
意
見
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
四
年
七
月
に
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
(
G
asto
n
D
e
ffe
rre)
に
代
わ
っ
て
、
内
務
・
地
方
分
権
化
大
臣
と
な
っ
た
社
会
党
ジ
ョ
ク
ス
(
P
ie
rre
Jo
x
e)
は
、
一
九
八
五
年
九
月
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
が
提
示
し
た
意
見
、
す
な
わ
ち
国
家
公
務
員
制
度
の
構
造
と
大
き
く
異
な
る
よ
う
な
地
方
公
務
員
独
自
の
職
団
を
採
用
し
て
の
シ
ス
テ
ム
作
り
は
行
わ
な
い
と
発
言
し
た
。
こ
の
よ
う
な
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
意
見
に
は
従
わ
な
い
と
の
ジ
ョ
ク
ス
の
発
表
は
関
係
各
者
か
ら
の
反
発
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
彼
は
、
国
家
公
務
員
制
度
と
類
似
し
、
同
等
の
権
利
義
務
が
保
障
さ
れ
る
地
方
公
務
員
制
度
構
築
を
行
う
と
自
ら
の
発
言
を
訂
正
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
発
言
や
態
度
は
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
意
向
設
置
意
義
を
無
視
し
て
い
る
と
し
て
、
労
働
組
合
、
地
方
議
会
議
員
職
と
の
兼
職
に
あ
る
国
会
議
員
で
あ
る
与
野
党
議
員
と
い
っ
た
各
者
の
反
発
を
受
け
、
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
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五
九
ジ
ョ
ク
ス
は
、
地
方
制
度
改
革
、
公
務
員
制
度
改
革
を
伴
っ
て
地
方
公
務
員
制
度
を
再
編
成
し
た
と
い
う｢
功
績｣
を
あ
げ
た
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
の
後
を
継
い
だ
大
臣
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
の
公
務
員
制
度
改
革
と
は
、
ド
ゥ
フ
ェ
ー
ル
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
新
た
な
制
度
構
想
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
自
身
の
役
割
を
見
出
し
て
い
た
と
い
う
(
)
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、
地
方
公
務
員
制
度
自
体
、
実
施
に
到
っ
て
は
関
係
各
者
の
意
見
の
一
致
を
得
る
の
が
難
し
か
っ
た
上
に
、
ジ
ョ
ク
ス
の
公
務
員
制
度
改
革
に
対
す
る
姿
勢
が
、
各
者
の
反
発
を
招
き
、
そ
の
整
備
は
遅
れ
を
見
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
一
連
の
経
過
は
、
複
数
の
権
利
が
複
雑
に
絡
み
合
う
地
方
公
務
員
制
度
の
整
備
に
は
、
慎
重
に
取
り
組
む
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
表
す
形
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
六
年
三
月
に
は
国
民
議
会
選
挙
を
控
え
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
具
体
的
な
制
度
整
備
の
内
容
、
ま
た
整
備
の
日
程
を
定
め
る
こ
と
は
見
送
ら
れ
た
。
地
方
自
治
体
の
事
情
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま
た
関
係
各
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
、
立
場
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
複
数
の
方
面
か
ら
の
意
見
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
無
理
に
制
度
整
備
を
進
め
れ
ば
、
新
た
な
政
治
的
混
乱
を
生
み
出
す
可
能
性
は
高
く
、
与
党
の
支
持
率
を
落
と
し
か
ね
な
い
と
政
府
は
判
断
し
た
。
結
局
、
政
府
が
実
際
に
制
度
整
備
に
乗
り
出
す
た
め
に
は
、
国
民
議
会
選
挙
後
の
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
②
保
革
共
存
政
権
の
成
立
と
地
方
自
治
体
か
ら
の
支
持
獲
得
一
九
八
六
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
社
会
党
は
敗
北
し
、
選
挙
後
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
は
Ｒ
Ｐ
Ｒ
(
R
asse
m
b
le
m
e
n
t
p
o
u
r
la




	)
の
シ
ラ
ク
(
Jaq
u
e
s
C
h
irac)
を
首
相
に
任
命
し
た
。
そ
れ
は
、
大
統
領
は
社
会
党
ミ
ッ
テ
ラ
ン
、
首
相
が
Ｒ
Ｐ
Ｒ
シ
ラ
ク
と
い
っ
た
所
謂
、
保
革
共
存
(
co
h
ab
itatio
n)
の
開
始
で
あ
っ
た
。
シ
ラ
ク
は
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
、
一
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
論
説
60
六
〇
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
地
方
公
務
員
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
に
取
り
掛
か
っ
た
。
そ
し
て
成
立
し
た
法
律
が
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
で
あ
る
。
こ
の
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
及
び
こ
の
法
律
に
関
連
し
た
一
九
八
八
年
五
月
六
日
デ
ク
レ
と
い
っ
た
一
連
の
デ
ク
レ
は
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
改
革
を
一
部
大
幅
に
変
更
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
一
九
八
七
年
法
は
、
当
時
の
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
パ
ス
ク
ワ
(
C
h
arle
s
P
asq
u
a)
の
下
、
右
翼
中
道
派
のU
D
F
-R
ad
ical
の
ギ
ャ
ロ
ン
(
Y
v
e
s
G
allan
d)
地
方
自
治
体
担
当
大
臣
(
当
時)
が
中
心
と
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
の
改
正
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
お
い
て
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
た
地
方
公
務
員
の
任
用
機
関
と
研
修
機
関
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
基
礎
と
な
る
職
の
分
類
法
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
の
職
団
と
は
別
の
、
地
方
公
務
員
独
自
の
職
群
(
cad
re
d
’e
m
p
lo
i)
の
設
置
を
定
め
た
と
い
う
点
は
、
大
き
な
変
更
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
法
律
や
デ
ク
レ
と
い
っ
た
予
め
全
国
的
に
定
め
ら
れ
た
身
分
規
定
に
基
づ
き
な
が
ら
、
職
の
設
置
、
廃
止
と
い
っ
た
手
続
き
を
、
中
央
で
の
手
続
き
は
必
要
と
せ
ず
に
地
方
自
治
体
に
お
け
る
手
続
き
と
す
る
と
い
っ
た
改
正
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
が
定
め
ら
れ
る
以
前
の
よ
う
な
人
事
運
営
に
近
い
制
度
と
す
る
よ
う
な
改
正
と
も
な
っ
た
。
一
連
の
改
正
は
、
一
九
八
三
年
、
一
九
八
四
年
に
定
め
ら
れ
た
地
方
公
務
員
制
度
よ
り
も
、
地
方
自
治
体
首
長
、
及
び
人
事
運
営
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
の
地
方
公
務
員
制
度
運
営
上
の
裁
量
権
の
拡
充
が
見
ら
れ
る
た
め
、
彼
ら
に
と
っ
て
運
用
し
や
す
い
制
度
へ
と
変
更
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
左
翼
政
権
時
よ
り
も
、
シ
ラ
ク
が
提
示
し
た
制
度
の
方
が
、
彼
ら
に
と
っ
て
実
用
的
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
改
正
は
、
一
九
八
八
年
四
月
の
大
統
領
選
挙
で
の
地
方
自
治
体
か
ら
の
シ
ラ
ク
へ
の
支
持
獲
得
策
の
一
つ
と
数
え
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
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六
一
（
２)
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
概
要
①
職
群
制
度
の
設
定
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
制
定
当
初
は
、
地
方
公
務
員
制
度
も
国
家
公
務
員
制
度
同
様
の
｢
職
団
(
co
rp
s
d
’e
m
p
lo
i)｣
を
採
用
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
で
国
家
公
務
員
制
度
の
職
団
と
は
ま
た
別
に
、
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
｢
職
群
(
cad
re
d
’e
m
p
lo
i)｣
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
へ
変
更
に
な
っ
た
。
当
初
、
職
団
制
度
を
地
方
公
務
員
制
度
へ
も
採
用
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
背
景
に
は
、
地
方
公
務
員
と
国
家
公
務
員
の
間
で
の
人
事
交
流
、
す
な
わ
ち
地
方
分
権
化
政
策
を
推
進
す
る
上
で
、
国
家
公
務
員
が
地
方
自
治
体
に
お
い
て
勤
務
す
る
機
会
が
増
加
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
際
の
身
分
規
程
上
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、
両
公
務
員
制
度
共
通
の
職
団
を
置
く
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
職
の
区
分
は
詳
細
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
地
方
自
治
体
に
お
け
る
職
務
と
の
整
合
性
に
乏
し
く
、
ま
た
設
置
決
定
や
そ
の
廃
止
に
つ
い
て
全
国
レ
ベ
ル
で
の
手
続
き
が
必
要
と
さ
れ
る
等
、
地
方
自
治
体
人
事
運
営
上
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
職
務
の
括
り
方
が
よ
り
緩
や
か
で
、
市
町
村
あ
る
い
は
運
営
セ
ン
タ
ー
の
同
意
を
持
っ
て
市
町
村
が
独
自
に
そ
の
設
置
と
廃
止
を
決
め
る
こ
と
の
出
来
る
｢
職
群｣
が
デ
ク
レ
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
職
群
制
度
は
、
そ
の
後
、
定
着
の
道
を
歩
む
こ
と
と
な
る
。
②
人
事
管
理
協
力
機
関
の
設
置
一
九
八
三
年
か
ら
の
地
方
公
務
員
制
度
改
革
で
は
、
受
験
者
は
競
争
試
験
を
受
け
る
こ
と
、
地
方
公
務
員
採
用
者
に
お
い
て
も
地
方
自
治
体
に
正
式
任
用
さ
れ
る
前
に
一
定
期
間
の
研
修
生
(
stag
iaire)
と
し
て
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
原
則
義
務
付
け
ら
れ
た
(
)
。
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二
そ
し
て
こ
れ
ら
の
業
務
を
運
営
す
る
た
め
に
、
全
国
に
地
方
自
治
体
の
人
事
管
理
の
た
め
の
協
力
機
関
を
公
施
設
法
人
と
し
て
設
置
し
、
研
修
機
関
を
備
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
試
験
や
昇
進
、
昇
任
と
い
っ
た
地
方
自
治
体
内
部
の
人
事
運
営
に
携
わ
る
職
員
任
用
機
関
と
研
修
機
関
が
別
々
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
(
)
。
し
か
し
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
は
そ
れ
を
断
念
し
た
。
そ
し
て
研
修
機
関
に
、
職
員
任
用
の
機
能
を
一
部
併
せ
て
設
け
る
こ
と
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
パ
リ
に
本
部
(
)
を
置
き
、
ま
た
州
代
表
部
(
	




	
)
を
持
ち
、
職
員
研
修
を
主
た
る
業
務
と
す
る
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
(
C
e
n
tre
n
atio
n
al
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
職
員
任
用
の
み
を
担
当
す
る
機
関
と
し
て
、
各
県
及
び
県
間
に
運
営
セ
ン
タ
ー
(
ce
n
tre
d
e
g
e
stio
n)
が
置
か
れ
た
。
そ
し
て
職
員
任
用
業
務
に
つ
い
て
は
、
両
セ
ン
タ
ー
の
間
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
職
群
、
を
分
担
し
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
事
管
理
協
力
機
関
設
置
の
背
景
に
は
、
運
営
資
金
上
、
複
数
の
新
た
な
機
関
を
一
度
に
設
立
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
す
地
方
自
治
体
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
研
修
機
関
と
職
員
任
用
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
運
営
方
針
を
定
め
る
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
構
成
、
ま
た
そ
の
運
営
方
法
に
お
い
て
、
地
方
議
会
議
員
側
と
労
働
組
合
側
の
対
立
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
が
代
替
機
関
と
し
て
全
国
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
長
と
そ
の
代
表
部
の
長
は
地
方
議
会
議
員
に
限
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
も
改
正
に
よ
る
変
化
と
言
え
よ
う
。
(
３)
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
特
徴
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
る
改
正
は
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
た
地
方
公
務
員
制
度
を
具
体
的
に
運
営
に
移
す
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
っ
た
諸
点
を
改
正
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
改
正
は
、
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三
地
方
自
治
体
に
お
け
る
職
員
人
事
管
理
の
実
情
へ
配
慮
し
た
改
正
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
地
方
自
治
体
に
お
け
る
職
員
雇
用
主
で
あ
る
首
長
及
び
人
事
運
営
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
の
意
向
を
反
映
し
や
す
い
制
度
へ
の
改
正
で
あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
改
正
に
お
い
て
は
、
従
来
の
地
方
公
務
員
政
策
改
善
要
求
の
流
れ
を
一
部
変
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
制
定
以
前
は
、
労
働
基
本
権
を
含
め
て
、
国
家
公
務
員
の
権
利
義
務
に
関
し
て
何
か
改
正
が
加
わ
れ
ば
、
地
方
公
務
員
制
度
も
必
要
に
応
じ
て
、
関
係
部
分
を
改
正
し
て
い
た
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
労
働
組
合
が
特
に
要
求
し
て
い
た
の
は
、
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
身
分
規
程
に
お
け
る
同
一
主
義
(
p
aritarism
)
に
基
づ
い
た
制
度
構
築
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
地
方
公
務
員
の
権
利
義
務
充
実
の
た
め
に
、
国
家
公
務
員
と
同
一
の
法
律
で
権
利
義
務
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
た
に
地
方
公
務
員
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
で
公
務
員
制
度
間
の
差
異
を
縮
小
す
る
、
と
の
目
的
を
持
っ
て
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
は
其
々
、
制
定
に
至
っ
た
と
言
え
る
(
)
。
し
か
し
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
で
は
、
官
公
吏
の
身
分
規
程
を
比
較
対
照
し
、
地
方
公
務
員
制
度
が
国
家
公
務
員
制
度
に
追
随
す
る
だ
け
で
は
、
地
方
自
治
体
人
事
運
営
の
実
際
に
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
改
め
て
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
の
法
案
段
階
に
お
け
る
報
告
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
国
家
公
務
員
制
度
と
の
同
一
主
義
の
適
用
は
、
地
域
に
即
し
た
職
設
定
の
必
要
性
を
伴
う
地
方
公
務
員
と
い
う
職
に
は
向
い
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
国
家
公
務
員
制
度
の
管
理
運
営
に
沿
っ
て
の
規
則
に
地
方
公
務
員
制
度
を
同
じ
く
従
わ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
、
と
報
告
書
は
主
張
す
る
。
そ
し
て
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
制
度
と
な
る
職
群
の
創
設
は
、
地
方
自
治
体
の
自
治
、
す
な
わ
ち
地
方
自
治
体
に
お
け
る
｢
自
由
な
行
政
(
lib
re
ad
m
in
istratio
n)｣
と
い
う
要
素
を
拡
大
す
る
こ
と
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
)
。
そ
し
て
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
る
改
正
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
の
意
向
に
沿
う
も
の
で
あ
っ
た
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四
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
制
定
時
に
お
い
て
は
、
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
、
公
務
員
労
働
組
合
、
内
務
省
、
の
各
者
に
ど
の
権
限
を
、
ど
の
程
度
付
与
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
そ
の
制
定
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
改
正
は
、
首
長
や
地
方
議
会
議
員
に
と
っ
て
有
利
な
改
正
と
な
る
部
分
が
多
く
、
ま
た
彼
ら
の
権
限
拡
大
の
様
相
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
一
九
八
七
年
法
の
改
正
に
つ
い
て
記
し
た
ロ
ー
バ
ン
(
R
o
u
b
an)
は
、
か
つ
て
地
方
議
会
議
員
た
ち
が
持
っ
て
い
て
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
よ
っ
て
失
っ
た
権
限
を
、
再
び
彼
ら
に
渡
し
た
、
と
記
し
て
い
る
(
)
。
そ
れ
は
詳
細
は
違
う
け
れ
ど
も
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
設
定
以
前
に
お
い
て
、
地
方
自
治
体
の
長
で
あ
っ
た
市
町
村
長
が
法
令
、
内
務
省
ア
レ
テ
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の
規
則
に
沿
っ
て
職
員
任
用
を
行
っ
て
い
た
状
況
を
再
起
動
さ
せ
た
に
等
し
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
詳
細
な
項
目
に
至
る
ま
で
公
務
員
労
働
組
合
の
代
表
者
を
含
め
た
委
員
会
の
議
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
逐
一
、
全
国
的
な
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
、
地
方
自
治
体
首
長
お
よ
び
地
方
議
会
議
員
が
、
各
自
の
地
方
自
治
体
の
地
方
公
務
員
人
事
運
営
を
行
う
こ
と
が
、
改
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
職
員
任
用
に
関
し
て
は
、
職
員
の
雇
用
主
で
あ
る
地
方
自
治
体
首
長
が
運
用
し
や
す
い
制
度
へ
と
変
更
と
な
っ
て
お
り
、
一
部
制
度
展
開
上
の
逆
行
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
及
び
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
は
、
地
方
公
務
員
制
度
と
国
家
公
務
員
制
度
の
間
の
権
利
義
務
の
上
で
同
等
で
あ
る
と
す
る
た
め
に
、
権
利
義
務
を
同
一
の
法
律
で
定
め
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
現
し
、
人
事
運
営
に
関
し
て
は
職
団
と
い
う
両
制
度
同
一
の
制
度
を
用
い
る
こ
と
で
そ
の
実
現
を
図
っ
た
。
し
か
し
地
方
自
治
体
人
事
運
営
の
実
情
に
お
い
て
、
国
家
公
務
員
と
同
一
の
制
度
設
置
の
み
か
ら
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
充
実
は
図
れ
な
い
こ
と
も
事
実
と
し
て
あ
っ
た
。
そ
こ
で
制
度
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
地
方
自
治
体
首
長
と
人
事
運
営
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
に
と
っ
て
運
用
し
易
い
地
方
公
務
員
制
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
65
六
五
度
へ
の
改
正
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
、
首
長
や
地
方
議
会
議
員
に
人
事
運
営
の
権
限
を
付
与
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方
公
務
員
制
度
の
運
用
の
み
な
ら
ず
、
地
方
自
治
体
の
自
治
権
の
確
保
拡
大
に
繋
が
る
と
い
う
議
論
に
落
ち
着
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
後
続
の
改
正
で
は
、
こ
れ
ら
の
議
論
展
開
に
沿
っ
た
制
度
構
築
が
図
ら
れ
て
い
く
。
三
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
（
１)
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
要
因
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
へ
の
二
三
回
目
の
改
正
と
な
っ
た
。
法
案
策
定
に
当
た
っ
て
当
時
の
状
況
を
三
点
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
の
改
正
に
至
っ
た
要
因
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
三
点
と
は
、
第
一
に
保
革
共
存
政
権
の
成
立
、
第
二
に
地
方
議
会
議
員
か
ら
の
要
求
の
尊
重
、
第
三
に
地
方
公
務
員
労
働
組
合
の
主
張
の
変
化
、
で
あ
る
。
①
保
革
共
存
政
権
の
成
立
こ
こ
で
は
、
ま
ず
一
九
九
三
年
三
月
末
か
ら
一
九
九
五
年
五
月
ま
で
の
保
革
共
存
政
権
が
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
法
案
策
定
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
社
会
党
が
国
民
議
会
選
挙
で
敗
北
し
、
保
革
共
存
政
権
の
成
立
に
至
る
時
点
か
ら
議
論
を
始
め
る
こ
と
と
し
よ
う
。
一
九
九
三
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ｒ
と
Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
右
翼
・
中
道
連
合
で
あ
る
Ｕ
Ｐ
Ｆ
(
U
n
io
n
p
o
u
r
la
F
ran
ce)
が
五
七
七
議
席
中
、
四
五
八
議
席
を
獲
得
し
、
左
翼
は
記
録
的
な
大
敗
を
帰
し
た
(
)
。
こ
の
左
翼
敗
北
を
受
け
、
一
九
九
三
年
三
月
二
九
日
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
社
会
党
大
統
領
(
当
時)
は
右
翼
の
共
和
国
連
合
Ｒ
Ｐ
Ｒ
の
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
(


B
allad
u
r)
を
首
相
に
指
名
し
、
こ
こ
に
第
二
次
保
革
共
存
政
権
が
誕
生
し
た
。
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六
第
二
次
保
革
共
存
政
権
下
で
の
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
議
論
は
、
一
九
九
四
年
六
月
一
日
に
、
元
老
院
委
員
会
へ
の
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
政
府
提
出
法
案
(
p
ro
je
t
d
e
lo
i)
か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
元
老
院
委
員
会
に
お
い
て
法
案
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
国
民
議
会
に
送
ら
れ
た
。
国
民
議
会
に
お
い
て
再
び
部
分
的
な
法
案
改
正
が
行
わ
れ
た
が
そ
の
後
、
再
び
元
老
院
に
送
ら
れ
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
と
し
て
成
立
し
た
。
国
民
議
会
に
お
け
る
改
正
に
対
し
て
第
二
読
会
が
開
か
れ
た
元
老
院
で
は
、
往
復
審
議
を
行
う
事
で
の
法
案
審
議
の
延
長
を
避
け
、
よ
り
速
や
か
な
法
案
成
立
の
た
め
に
、
国
民
議
会
に
お
け
る
改
正
を
受
け
入
れ
て
法
案
の
可
決
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
こ
の
法
案
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
五
年
四
月
の
大
統
領
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
本
格
的
に
始
ま
る
前
の
一
九
九
四
年
六
月
で
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
時
期
に
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
こ
の
改
正
案
が
通
ら
な
け
れ
ば
、
大
統
領
選
ま
で
の
法
案
可
決
に
は
至
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
政
権
の
成
果
と
し
て
挙
げ
る
項
目
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ま
た
大
統
領
選
の
後
に
は
、
多
数
の
別
の
法
案
が
優
先
し
て
審
議
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
法
案
審
議
は
更
に
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
案
が
審
議
未
了
と
な
れ
ば
、
複
数
の
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
可
決
に
至
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
こ
で
、
保
革
共
存
政
権
の
下
で
法
案
が
審
議
さ
れ
た
こ
と
が
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
内
容
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
関
す
る
法
案
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
左
翼
連
合
政
権
か
ら
保
革
共
存
政
権
へ
移
行
し
た
こ
と
で
内
容
の
変
更
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
地
方
公
務
員
制
度
担
当
大
臣
が
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
正
方
針
の
変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
点
か
ら
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、
左
翼
単
独
政
権
の
時
点
で
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
案
を
提
案
し
て
い
た
政
府
報
告
書
で
あ
る
リ
ゴ
ー
デ
ィ
ア
報
告
書
を
受
け
て
、
地
方
公
務
員
の
人
事
管
理
協
力
機
関
の
う
ち
、
職
員
任
用
と
職
員
研
修
の
機
関
を
分
け
て
設
定
す
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
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。
す
な
わ
ち
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
以
前
に
予
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
両
機
関
を
区
別
し
て
設
置
し
よ
う
と
の
意
見
が
、
当
時
地
方
公
務
員
担
当
大
臣
補
佐
で
あ
っ
た
社
会
党
の
シ
ュ
エ
ウ
ル
(
Je
an
-P
ie
rre
S
u
e
u
r)
に
よ
っ
て
一
九
九
三
年
三
月
八
日
に
発
言
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
国
民
議
会
選
挙
が
一
九
九
三
年
三
月
に
行
わ
れ
、
保
革
共
存
政
権
が
成
立
し
た
。
そ
し
て
同
年
一
〇
月
の
法
案
審
議
委
員
会
は
、
当
時
、
内
務
・
地
域
開
発
・
地
方
自
治
体
担
当
大
臣
で
あ
っ
た
中
道
連
合
(
U
n
io
n
ce
n
triste)
の
オ
ゥ
ッ
フ
ル
(
D
an
ie
lle
H
o
e
ffe
l)
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
審
議
会
に
お
い
て
は
、
職
員
任
用
機
関
と
研
修
機
関
の
一
部
融
合
し
た
現
行
の
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
、
職
員
任
用
機
関
と
し
て
の
運
営
セ
ン
タ
ー
、
と
い
う
形
式
に
つ
い
て
変
更
は
加
え
な
い
と
、
現
状
維
持
が
表
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
職
員
研
修
に
関
し
て
組
織
内
再
編
を
行
う
事
と
し
、
そ
れ
が
現
実
に
法
制
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
)
。
そ
も
そ
も
一
九
九
四
年
法
の
法
案
作
成
時
に
は
、
原
案
と
な
っ
た
議
員
提
出
法
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
法
案
と
は
、
提
出
し
た
当
時
は
野
党
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
三
年
の
国
民
議
会
選
挙
後
は
政
権
与
党
と
な
っ
た
元
老
院
議
員
二
名
に
よ
る
議
員
提
出
法
案
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
の
法
案
に
お
い
て
は
、
市
町
村
職
員
に
関
し
て
は
市
町
村
長
に
人
事
管
理
に
つ
い
て
よ
り
幅
広
い
権
限
を
与
え
る
こ
と
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
や
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
役
割
改
善
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
法
案
で
は
何
よ
り
も
地
方
公
務
員
制
度
の
基
本
構
造
に
は
触
れ
ず
、
地
方
公
務
員
組
織
内
の
権
限
再
構
成
を
行
う
こ
と
で
、
現
状
の
改
善
を
図
ろ
う
と
の
意
図
が
垣
間
見
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
法
が
議
論
さ
れ
た
当
時
、
地
方
分
権
化
政
策
が
新
た
な
展
開
を
迎
え
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
重
要
な
背
景
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
市
町
村
間
共
同
組
織
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
九
二
年
二
月
六
日
法
、
す
な
わ
ち
共
和
国
の
地
方
行
政
に
関
す
る
指
針
法
(
lo
i
d
’o
rie
n
tatio
n
d
u
6

1
9
9
2
,
re
lativ
e

l’ad
m
in
istratio
n
te
rrito
riale
d
e
la

	




)
と
し
て
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｔ
Ｒ
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
経
済
開
発
と
国
土
整
備
に
つ
い
て
の
一
部
権
限
を
市
町
村
間
協
力
組
織
に
移
譲
す
る
こ
と
を
定
め
、
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
論
説
68
六
八
ま
た
そ
れ
に
独
自
財
源
の
付
与
を
認
め
た
も
の
で
あ
っ
た
(
)
。
こ
の
よ
う
な
政
策
の
実
行
に
あ
た
り
、
地
方
公
務
員
の
能
力
の
向
上
は
益
々
必
要
不
可
欠
と
な
っ
た
。
地
方
自
治
体
首
長
の
役
割
へ
の
再
考
、
ま
た
地
方
議
会
議
員
の
地
方
自
治
体
政
策
へ
の
参
加
機
会
の
増
大
に
伴
い
、
彼
ら
の
能
力
の
向
上
が
一
層
望
ま
れ
る
状
況
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
分
権
化
政
策
の
展
開
に
応
じ
て
、
彼
ら
の
政
策
能
力
を
支
え
る
地
方
公
務
員
の
任
用
や
制
度
運
営
の
あ
り
方
も
ま
た
政
府
内
で
そ
の
検
討
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
②
地
方
議
会
議
員
か
ら
の
要
求
の
尊
重
法
案
作
成
に
お
い
て
は
、
バ
ラ
デ
ュ
ー
ル
首
相
(
当
時)
の
下
、
オ
ゥ
ッ
フ
ル
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
オ
ゥ
ッ
フ
ル
は
そ
の
当
時
、
ア
ン
シ
ュ
イ
ム
(
H
an
d
sch
u
h
e
im
)
村
長
で
あ
り
、
バ
・
ラ
ン
(
B
as-R
h
in)
県
議
会
議
長
で
も
あ
っ
た
し
、
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
協
会
(
A
sso
ciatio
n
d
e
s
m
aire
s
d
e
F
ran
ce)
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
(
)
。
そ
し
て
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
策
定
当
時
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
が
、
以
前
は
地
方
公
務
員
制
度
の
法
案
が
議
論
さ
れ
る
機
会
の
多
い
元
老
院
議
員
で
あ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
っ
て
い
た
(
)
。
大
統
領
選
挙
ま
で
に
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
法
案
を
成
立
さ
せ
る
に
は
時
間
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
た
政
府
は
、
関
係
各
所
と
の
交
渉
に
お
い
て
｢
同
意
を
得
ら
れ
る
人
物
(
h
o
m
m
e
co
n
se
n
su
e
l)｣
と
し
て
オ
ゥ
ッ
フ
ル
を
内
務
・
地
域
開
発
・
地
方
自
治
体
担
当
大
臣
に
任
命
し
、
法
案
の
成
立
を
図
っ
た
と
さ
れ
る
(
)
。
ま
た
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
制
定
に
至
る
ま
で
、
政
府
報
告
書
、
市
町
村
長
、
労
働
組
合
、
と
い
っ
た
複
数
の
組
織
か
ら
地
方
公
務
員
制
度
改
正
に
関
す
る
議
論
が
提
示
さ
れ
て
い
た
(
)
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
、
各
方
面
か
ら
の
要
求
が
あ
る
中
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
諸
要
求
の
｢
妥
協｣
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
た
(
)
。
し
か
し
そ
の
改
正
も
ま
た
、
地
方
議
会
議
員
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九
の
意
見
を
尊
重
す
る
と
の
姿
勢
、
そ
し
て
彼
ら
の
要
望
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
注
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
複
数
の
立
場
か
ら
の
要
求
が
あ
っ
た
と
い
う
状
況
の
中
で
、
各
者
の
妥
協
点
は
ど
こ
で
図
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ブ
ル
ド
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
地
方
自
治
体
の
特
殊
性
(
)
を
重
視
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
(
)
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
人
事
管
理
上
の
問
題
の
解
消
、
及
び
柔
軟
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
述
に
あ
る
よ
う
に
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
改
正
の
論
点
と
は
、
職
員
採
用
過
程
の
改
正
、
初
任
者
研
修
要
件
の
柔
軟
化
、
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
組
織
の
改
善
、
各
機
関
の
役
割
の
再
確
認
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
職
員
人
事
管
理
に
関
し
て
、
市
町
村
長
の
み
な
ら
ず
、
県
議
会
議
長
、
州
議
会
議
長
、
ま
た
人
事
管
理
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
の
利
便
性
を
重
視
し
た
改
正
で
あ
る
と
捉
え
た
い
。
ど
の
よ
う
な
点
で
利
便
性
が
高
ま
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
改
正
の
概
要
を
参
照
さ
れ
た
い
。
更
に
、
こ
れ
ら
の
改
正
点
は
、
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
の
改
善
に
つ
な
が
る
項
目
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
に
と
っ
て
受
容
し
や
す
い
改
正
と
も
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
大
統
領
選
挙
前
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
際
、
こ
こ
に
、
地
方
自
治
体
の
首
長
、
ま
た
地
方
議
会
議
員
の
選
好
を
優
先
し
な
が
ら
も
、
地
方
公
務
員
か
ら
の
支
持
も
得
ら
れ
る
よ
う
な
改
正
を
行
う
こ
と
で
、
複
数
方
面
か
ら
政
府
へ
の
支
持
を
集
め
た
い
と
い
う
バ
ラ
デ
ゥ
ー
ル
政
権
の
思
惑
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
③
地
方
公
務
員
労
働
組
合
の
主
張
の
変
化
八
〇
年
代
後
半
よ
り
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
始
め
た
民
営
化
は
、
民
間
企
業
と
公
共
部
門
の
あ
り
方
や
そ
の
関
係
性
、
ま
た
公
務
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員
と
い
う
職
の
性
格
に
つ
い
て
の
再
考
を
も
促
す
も
の
と
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
流
れ
は
公
務
員
に
関
す
る
労
働
組
合
の
活
動
意
義
や
活
動
方
針
の
再
検
討
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
も
そ
も
公
務
員
が
労
働
組
合
へ
所
属
す
る
意
味
と
は
、
労
働
組
合
が
公
共
企
業
体
や
公
務
員
を
め
ぐ
る
労
働
条
件
の
決
定
に
影
響
を
与
え
て
き
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
社
会
党
大
統
領
の
下
、
左
翼
系
政
党
を
含
め
た
政
府
が
、
本
格
的
に
一
部
公
社
の
民
営
化
に
取
り
組
み
は
じ
め
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
は
、
公
共
部
門
全
体
の
存
在
意
義
へ
の
再
検
討
に
繋
が
り
、
労
働
組
合
の
活
動
方
針
も
自
ず
と
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
う
と
は
い
え
、
公
務
員
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
は
根
強
く
、
地
方
公
務
員
も
含
め
て
労
働
争
議
は
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
、
労
働
組
合
の
組
織
率
は
落
ち
、
公
務
員
労
働
組
合
の
組
合
員
数
が
後
退
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
(
)
。
そ
し
て
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
公
務
員
労
働
組
合
は
国
営
企
業
の
民
営
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の
活
動
方
針
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
公
務
員
と
い
う
職
の
特
性
を
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
公
務
員
の
存
在
意
義
、
職
の
必
要
性
を
社
会
に
主
張
す
る
傾
向
を
帯
び
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
行
の
公
務
員
の
待
遇
、
そ
の
身
分
規
程
を
保
持
す
る
た
め
に
新
た
な
論
点
を
模
索
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
っ
た
。
公
務
員
労
働
組
合
の
主
張
と
し
て
は
、
公
役
務
(
se
rv
ice
p
u
b
lic)
と
し
て
各
種
事
業
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
市
場
原
理
に
左
右
さ
れ
ず
に
、
市
民
が
安
定
継
続
的
に
公
共
性
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
こ
そ
が
市
民
の
利
益
保
護
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
若
者
の
失
業
問
題
や
女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
、
率
先
し
て
雇
用
政
策
に
お
い
て
そ
の
待
遇
改
善
に
取
り
組
ん
だ
の
は
公
務
員
と
い
う
職
で
あ
っ
て
社
会
に
問
わ
れ
る
新
た
な
価
値
を
公
務
員
人
事
政
策
は
実
現
し
て
き
た
、
と
い
っ
た
主
張
も
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
訴
え
を
通
じ
て
、
労
働
組
合
は
公
務
員
と
い
う
職
の
社
会
に
お
け
る
存
続
理
由
を
主
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
(
)
。
そ
こ
で
公
務
員
労
働
組
合
か
ら
の
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
要
求
に
関
し
て
見
て
み
る
と
、
地
方
公
務
員
制
度
の
問
題
点
の
指
摘
及
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一
び
そ
の
改
善
要
求
は
さ
れ
る
も
の
の
、
制
度
自
体
の
大
き
な
変
更
に
繋
が
る
よ
う
な
主
張
は
無
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
九
九
二
年
のC
.G
.T
の
公
役
務
連
盟
(

	
C
G
T
d
e
s
se
rv
ice
s
p
u
b
lics)
の
第
四
次
会
議
に
お
い
て
は
｢
獲
得
し
た
権
利
の
更
な
る
獲
得｣
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
た
よ
う
に
(
)
、
公
務
員
労
働
組
合
と
し
て
は
、
現
行
の
身
分
規
程
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
身
分
保
障
の
固
持
と
そ
の
更
な
る
保
障
の
拡
大
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
地
方
公
務
員
制
度
の
運
営
に
お
い
て
、
公
務
員
労
働
組
合
代
表
者
の
権
利
に
つ
い
て
縮
小
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
の
運
営
に
一
部
改
正
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
の
理
事
会
は
地
方
議
会
議
員
代
表
者
と
公
務
員
労
働
組
合
内
の
地
方
公
務
員
代
表
者
の
同
数
委
員
会
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
地
方
自
治
体
か
ら
の
拠
出
金
の
率
の
決
定
と
い
っ
た
財
務
関
係
、
理
事
会
の
代
表
を
選
ぶ
選
挙
に
関
し
て
地
方
公
務
員
側
は
投
票
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
数
委
員
会
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
議
決
事
項
が
地
方
議
会
議
員
代
表
者
に
優
先
的
で
あ
る
と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
間
で
の
差
別
化
を
生
ん
で
お
り
、
そ
の
運
営
方
法
に
関
し
て
政
府
報
告
書
に
お
い
て
も
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
て
い
る
(
)
。
(
２)
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
概
要
当
時
の
内
務
・
地
域
開
発
大
臣
の
オ
ゥ
ッ
フ
ル
に
よ
っ
て
、
一
九
九
四
年
七
月
一
日
に
元
老
院
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
は
、
そ
の
後
も
修
正
を
受
け
な
が
ら
成
立
に
至
っ
た
。
そ
の
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
と
は
、
地
方
公
務
員
組
織
の
人
事
管
理
協
力
機
関
に
お
い
て
中
央
機
関
に
あ
っ
た
権
限
を
地
方
の
機
関
へ
権
限
を
分
散
さ
せ
る
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
組
織
内
の
権
限
の
移
動
、
採
用
、
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
展
開
と
い
っ
た
多
方
面
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
複
数
の
改
正
の
中
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二
で
も
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
三
点
挙
げ
な
が
ら
、
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
(
)
。
①
人
事
管
理
協
力
機
関
間
の
権
限
の
再
配
分
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
は
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
人
事
管
理
協
力
機
関
へ
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
三
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
よ
う
(
)
。
第
一
に
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
変
更
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
二
条
に
お
い
て
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
州
代
表
部
代
表
者
の
選
出
方
法
が
変
更
と
な
り
、
州
代
表
部
理
事
会
自
身
で
代
表
者
を
選
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
本
部
の
運
営
委
員
会
が
代
表
部
代
表
者
を
指
名
し
て
い
た
が
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
は
各
代
表
部
に
お
い
て
市
町
村
長
、
県
議
会
議
長
、
州
議
会
議
長
と
い
っ
た
地
方
議
会
議
員
代
表
者
の
中
か
ら
互
選
さ
れ
る
と
い
う
変
更
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
組
織
内
で
、
権
限
が
よ
り
地
方
自
治
体
に
身
近
な
代
表
部
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
の
事
例
は
、
地
方
公
務
員
組
織
内
の
権
限
分
散
の
一
つ
と
数
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
の
間
の
権
限
分
散
が
あ
っ
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
八
条
に
お
い
て
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
の
間
で
職
員
任
用
の
権
限
の
再
分
配
が
行
わ
れ
、
運
営
セ
ン
タ
ー
が
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
創
設
及
び
欠
員
を
把
握
す
る
状
況
を
作
り
出
し
た
。
ま
た
一
時
的
に
職
を
喪
失
し
た
者
に
つ
い
て
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
、
運
営
セ
ン
タ
ー
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
、
Ｃ
の
正
規
職
員
の
引
き
受
け
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
が
新
た
な
職
を
探
す
際
に
、
よ
り
自
身
に
身
近
な
機
関
に
お
い
て
採
用
情
報
を
得
た
り
、
ま
た
引
き
受
け
が
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
就
業
機
会
の
充
実
に
繋
が
る
改
正
と
さ
れ
て
い
る
(
)
。
こ
れ
も
又
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三
度
関
係
諸
機
関
の
間
で
の
権
限
分
散
の
事
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
運
営
セ
ン
タ
ー
の
加
入
義
務
の
要
件
と
な
る
人
口
基
準
を
変
更
し
、
よ
り
多
く
の
地
方
自
治
体
が
運
営
セ
ン
タ
ー
へ
の
加
入
を
増
加
さ
せ
る
状
況
を
作
り
出
し
た
。
従
来
は
、
市
町
村
お
よ
び
公
施
設
法
人
は
、
正
規
雇
用
の
職
員
数
が
二
五
〇
人
未
満
の
場
合
、
運
営
セ
ン
タ
ー
に
加
盟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
そ
の
人
数
以
上
の
場
合
、
加
盟
は
任
意
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
九
条
に
お
い
て
、
そ
の
加
盟
人
数
を
三
五
〇
人
未
満
と
、
従
来
よ
り
も
多
く
の
人
数
を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
地
方
自
治
体
間
の
管
理
と
そ
の
保
障
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
の
に
重
要
な
改
正
で
あ
っ
た
と
い
う
(
)
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
枠
組
み
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
地
方
公
務
員
を
め
ぐ
る
組
織
内
部
で
の
権
限
の
分
散
を
通
じ
て
、
地
方
自
治
体
の
運
用
面
で
の
利
便
性
、
ま
た
地
方
公
務
員
の
任
用
を
め
ぐ
る
保
障
を
充
実
を
目
し
た
人
事
管
理
運
営
協
力
組
織
作
り
が
企
図
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
②
任
用
制
度
と
研
修
制
度
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
は
、
採
用
と
研
修
に
つ
い
て
改
正
が
加
え
ら
れ
た
。
採
用
に
関
し
て
は
職
員
雇
用
の
要
件
を
緩
和
し
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
二
三
条
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
内
の
一
定
の
職
群
の
競
争
試
験
を
廃
止
し
た
の
で
あ
る
(
)
。
こ
れ
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
内
の
道
路
清
掃
員
と
い
っ
た
現
業
職
員
に
お
い
て
給
与
号
棒
が
最
初
級
の
者
に
限
っ
て
、
競
争
試
験
に
よ
ら
な
い
採
用
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
し
、
雇
用
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
こ
と
で
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
雇
用
者
増
大
を
目
指
し
た
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
こ
の
改
正
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
失
業
対
策
の
た
め
の
労
働
者
雇
用
促
進
政
策
の
面
を
含
み
な
が
ら
も
、
任
命
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四
権
者
で
あ
る
首
長
の
職
員
任
命
権
の
拡
大
を
意
味
し
、
人
事
運
営
上
の
権
限
伸
張
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
首
長
の
職
員
任
命
権
拡
大
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
四
三
条
に
基
づ
く
非
正
規
職
員
雇
用
に
関
す
る
改
正
で
あ
る
。
従
来
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
よ
り
少
な
い
勤
務
時
間
で
働
く
非
正
規
職
員
と
し
て
不
完
全
時
間
雇
用
(
e
m
p
lo
i

te
m
p
s
n
o
n
co
m
p
le
t)
の
職
を
設
置
で
き
る
地
方
自
治
体
は
、
人
口
五
〇
〇
〇
人
以
下
の
市
町
村
及
び
広
域
行
政
組
織
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
は
、
不
完
全
時
間
雇
用
の
非
正
規
職
員
を
正
規
職
員
へ
の
身
分
変
更
が
前
提
、
と
い
っ
た
一
定
条
件
の
下
の
雇
用
で
あ
れ
ば
、
全
て
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
ま
た
全
て
の
職
群
に
関
し
て
、
不
完
全
時
間
雇
用
の
非
正
規
職
員
を
雇
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
(
)
。
次
に
採
用
に
際
し
て
の
研
修
に
関
す
る
事
項
の
改
正
に
つ
い
て
で
あ
る
。
職
員
採
用
に
際
し
て
、
そ
の
者
が
正
規
職
員
と
な
る
た
め
に
は
初
任
者
研
修
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
研
修
は
地
方
自
治
体
へ
の
採
用
直
後
と
す
る
の
が
原
則
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
採
用
し
た
地
方
自
治
体
が
迅
速
に
必
要
と
し
て
い
る
職
務
に
、
そ
の
採
用
し
た
職
員
を
直
ぐ
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
特
定
の
職
群
に
つ
い
て
は
、
補
職
前
に
職
に
適
応
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
て
き
た
初
任
者
研
修
を
、
補
職
の
後
の
職
へ
の
適
応
研
修
(
fo
rm
atio
n
d
’ad
ap
tatio
n

l’e
m
p
lo
i)
に
代
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
者
が
昇
格
試
験
、
内
部
昇
任
の
た
め
の
適
性
試
験
、
と
い
っ
た
等
級
の
昇
進
及
び
昇
任
に
関
わ
る
時
期
に
達
す
る
ま
で
に
、
初
任
者
研
修
を
終
わ
ら
せ
れ
ば
良
い
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
研
修
は
三
年
以
内
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
研
修
の
内
容
や
期
間
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
が
定
め
る
も
の
と
し
た
。
つ
ま
り
特
定
の
職
群
に
限
っ
て
は
、
初
任
者
研
修
と
い
う
概
念
で
は
な
く
、
補
職
の
後
の
職
へ
の
適
応
研
修
と
い
う
概
念
に
基
づ
い
た
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
正
規
職
員
は
、
新
た
な
職
群
、
新
た
な
等
級
や
職
に
就
く
場
合
、
各
職
群
に
定
め
ら
れ
た
規
定
に
従
っ
て
、
補
職
の
後
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五
の
適
応
研
修
を
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
(
)
。
③
同
数
技
術
委
員
会
へ
の
報
告
の
義
務
付
け
第
三
に
、
正
規
職
員
の
解
職
、
失
職
に
関
わ
る
手
続
き
の
改
正
で
あ
る
(
)
。
従
来
か
ら
、
退
職
手
当
は
支
給
さ
れ
た
り
、
再
就
職
に
向
け
て
の
手
続
き
等
は
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
解
職
、
失
職
と
な
っ
た
正
規
職
員
に
対
し
て
、
そ
の
者
に
適
切
な
職
の
提
示
を
地
方
自
治
体
側
が
行
わ
な
い
、
と
い
っ
た
事
例
が
多
数
存
在
し
て
い
た
と
い
う
(
)
。
そ
れ
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
職
員
が
職
を
解
か
れ
た
り
、
職
が
廃
止
さ
れ
た
り
し
た
場
合
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
五
三
条
に
お
い
て
は
そ
の
者
が
勤
務
し
て
い
た
地
方
当
局
、
市
町
村
で
言
え
ば
市
町
村
議
会
に
加
え
て
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
地
方
当
局
で
行
わ
れ
た
手
続
き
に
つ
い
て
報
告
す
る
義
務
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
。
(
３)
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
特
徴
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
に
つ
い
て
各
項
目
を
見
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
諸
問
題
へ
対
応
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
改
正
が
中
心
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
と
運
営
セ
ン
タ
ー
間
の
権
限
の
再
分
配
は
、
組
織
運
営
上
の
問
題
点
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
ま
た
職
員
任
用
に
あ
た
っ
て
、
職
員
研
修
の
項
目
に
つ
い
て
の
改
正
は
、
地
方
自
治
体
人
事
運
営
上
の
不
都
合
点
及
び
地
方
公
務
員
キ
ャ
リ
ア
展
開
へ
の
問
題
点
へ
の
対
応
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
改
正
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
運
用
に
関
す
る
組
織
運
営
に
関
わ
る
点
と
地
方
公
務
員
の
身
分
保
障
の
充
実
と
な
る
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
わ
る
点
が
存
在
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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六
そ
の
一
方
で
、
一
部
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
の
者
に
限
っ
て
で
あ
る
が
、
競
争
試
験
に
よ
ら
な
い
採
用
を
行
な
え
る
範
囲
を
拡
大
し
た
。
こ
れ
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
失
業
者
対
策
の
一
環
と
い
う
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
既
述
し
た
。
つ
ま
り
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
採
用
に
つ
い
て
一
部
簡
略
化
す
る
こ
の
改
正
は
、
地
方
自
治
体
政
策
と
し
て
就
業
率
上
昇
を
目
す
政
策
に
も
繋
が
り
、
ま
た
競
争
試
験
を
無
く
す
こ
と
で
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
市
民
に
雇
用
の
機
会
を
よ
り
多
く
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
加
え
て
地
方
自
治
体
側
に
と
っ
て
は
、
職
員
採
用
に
関
わ
る
手
間
や
費
用
を
削
減
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
と
い
う
(
)
。
諸
点
よ
り
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
を
見
た
場
合
、
こ
の
改
正
は
、
地
方
自
治
体
の
現
状
へ
の
対
応
と
い
っ
た
点
か
ら
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
続
き
、
首
長
、
及
び
職
員
人
事
管
理
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
の
利
便
性
を
重
視
し
た
改
正
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
四
、
地
方
公
務
員
制
度
改
正
の
特
徴：
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
制
定
さ
れ
た
新
た
な
地
方
公
務
員
制
度
は
、
そ
の
後
、
改
正
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
を
改
め
て
検
討
し
、
地
方
公
務
員
制
度
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
そ
こ
で
一
連
の
検
討
に
あ
た
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
と
し
て
、
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
が
、
同
一
主
義
(
p
aritarism
)
と
特
殊
性
(
)
と
い
っ
た
制
度
の
特
徴
へ
の
考
察
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
一
主
義
に
つ
い
て
は
先
述
の
通
り
、
地
方
公
務
員
制
度
は
国
家
公
務
員
制
度
と
同
じ
法
律
で
権
利
義
務
を
定
め
て
い
る
と
い
っ
た
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
国
家
公
務
員
制
度
と
ど
の
点
を
類
似
さ
せ
な
が
ら
地
方
公
務
員
制
度
を
構
築
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
国
家
公
務
員
制
度
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
視
点
も
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
多
様
な
地
方
自
治
体
の
状
況
が
あ
る
中
で
、
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七
全
国
的
に
規
定
さ
れ
た
一
つ
の
地
方
公
務
員
制
度
を
用
い
て
人
事
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
同
一
主
義
に
は
当
て
は
ま
る
(
)
。
そ
の
一
方
で
、
地
方
公
務
員
制
度
の
特
殊
性
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
国
家
公
務
員
制
度
と
の
相
違
点
、
つ
ま
り
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
展
開
に
注
目
し
た
視
点
と
言
え
よ
う
。
国
家
公
務
員
制
度
と
は
異
な
る
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
制
度
と
し
て
は
、
職
群
制
度
、
地
方
自
治
体
人
事
管
理
協
力
機
関
と
し
て
全
国
的
に
整
備
さ
れ
た
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
、
運
営
セ
ン
タ
ー
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
の
中
で
特
殊
性
の
視
点
を
観
察
す
る
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
改
正
を
も
っ
て
多
様
な
地
方
自
治
体
運
営
に
耐
え
う
る
地
方
公
務
員
制
度
を
構
築
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
点
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
地
方
公
務
員
制
度
の
特
殊
性
の
伸
張
が
何
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
な
が
ら
、
改
め
て
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
そ
れ
で
は
は
じ
め
に
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
に
つ
い
て
見
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
法
律
は
、
地
方
公
務
員
制
度
運
用
の
具
体
的
な
方
式
、
国
家
公
務
員
制
度
と
の
関
係
性
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
職
員
人
事
政
策
の
あ
り
方
、
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
の
根
底
を
問
い
直
す
よ
う
な
改
正
と
な
っ
た
。
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
で
は
、
官
公
吏
共
通
の
職
団
制
度
は
用
い
ず
、
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
職
群
を
採
用
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
、
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
地
方
公
務
員
制
度
の
方
向
性
、
す
な
わ
ち
地
方
公
務
員
制
度
は
国
家
公
務
員
制
度
を
模
倣
し
、
同
一
の
制
度
を
用
い
る
こ
と
を
通
じ
て
同
等
の
権
限
獲
得
と
充
実
を
目
指
す
、
と
い
っ
た
も
の
と
は
別
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
国
家
公
務
員
制
度
と
あ
る
程
度
の
類
似
性
を
保
ち
な
が
ら
も
、
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
制
度
と
そ
の
運
用
方
式
の
確
立
に
よ
っ
て
、
地
方
公
務
員
制
度
及
び
地
方
自
治
体
運
営
の
様
々
な
面
の
充
実
を
考
慮
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
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ま
た
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
は
、
地
方
公
務
員
制
度
、
及
び
地
方
自
治
体
で
の
職
員
人
事
運
用
に
関
し
て
は
、
地
方
公
務
員
に
比
べ
て
、
首
長
及
び
人
事
運
営
に
携
わ
る
地
方
議
会
議
員
に
有
利
な
権
限
配
分
が
定
め
て
お
り
、
そ
れ
が
地
方
公
務
員
制
度
運
用
の
原
則
と
な
る
こ
と
を
決
定
付
け
た
改
正
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。
一
九
八
三
年
、
一
九
八
四
年
の
制
度
創
設
時
に
は
、
地
方
自
治
体
首
長
や
地
方
議
会
議
員
、
地
方
公
務
員
労
働
組
合
、
内
務
省
が
ど
の
よ
う
な
権
限
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
地
方
公
務
員
制
度
運
用
に
関
わ
る
の
か
議
論
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
の
展
開
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
労
働
組
合
や
内
務
省
に
つ
い
て
は
、
制
度
運
用
に
関
わ
る
重
要
な
権
限
付
与
が
見
ら
れ
ず
、
そ
の
付
与
さ
れ
て
い
た
権
限
の
縮
小
さ
え
も
見
ら
れ
る
一
方
で
、
地
方
自
治
体
首
長
や
地
方
議
会
議
員
に
は
、
更
な
る
重
要
な
権
限
の
増
加
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
地
方
公
務
員
制
度
の
運
営
上
の
正
統
性
は
、
地
方
自
治
体
職
員
の
任
命
権
者
で
あ
る
首
長
や
そ
の
人
事
運
営
を
行
う
者
が
担
っ
て
い
る
地
方
議
会
議
員
の
民
主
性
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
自
治
体
運
営
の
民
主
性
を
支
え
る
要
素
と
重
な
り
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
が
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
で
も
見
ら
れ
た
、
地
方
公
務
員
制
度
運
営
に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
の
権
限
伸
張
を
容
認
す
る
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
(
)
。
つ
ま
り
、
地
方
公
務
員
を
首
長
や
地
方
議
会
議
員
の
下
に
所
属
す
る
職
員
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
職
群
制
度
に
基
づ
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
を
構
築
発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
地
方
公
務
員
制
度
の
特
殊
性
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
お
い
て
は
、
人
事
管
理
協
力
機
関
間
の
権
限
の
再
配
分
、
任
用
・
研
修
制
度
の
一
部
見
直
し
は
、
地
方
公
務
員
制
度
全
般
に
わ
た
っ
て
変
化
を
与
え
た
と
い
う
意
味
で
重
要
な
改
正
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
方
公
務
員
に
と
っ
て
は
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
首
長
や
地
方
議
会
議
員
に
と
っ
て
は
自
ら
の
人
事
運
営
の
権
限
に
関
わ
る
改
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九
正
と
な
っ
て
お
り
、
改
正
の
影
響
は
様
々
な
部
分
に
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
と
は
異
な
り
、
制
度
の
運
用
方
針
を
問
い
直
す
よ
う
な
性
格
は
持
っ
て
い
な
い
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
既
に
構
築
さ
れ
た
地
方
公
務
員
身
分
規
程
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
制
度
及
び
組
織
運
営
上
の
問
題
点
を
改
善
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
改
正
が
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
が
行
っ
た
よ
う
な
身
分
規
程
の
構
造
に
大
き
な
変
化
を
与
え
る
と
い
っ
た
改
正
で
は
な
く
、
実
務
上
の
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
じ
て
い
た
問
題
へ
の
対
症
療
法
と
し
て
技
術
的
な
側
面
を
色
濃
く
持
つ
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
案
審
議
過
程
に
つ
い
て
、
ブ
ル
ド
ン
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
(
p
rag
m
atism
e)
と
機
能
不
全
と
い
う
二
つ
の
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
(
)
。
つ
ま
り
、
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
が
、
地
方
公
務
員
制
度
と
し
て
既
に
構
築
さ
れ
た
制
度
及
び
そ
の
運
用
を
前
提
と
し
た
上
で
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
部
分
の
改
正
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
は
、
複
数
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
状
況
の
中
で
各
者
の
妥
協
点
を
探
り
な
が
ら
改
正
を
行
っ
た
と
い
う
面
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
提
示
さ
れ
た
指
摘
と
言
え
よ
う
。
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
は
、
一
九
八
七
年
七
月
一
三
日
法
と
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
よ
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
に
基
づ
い
て
、
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
を
追
っ
た
。
各
改
正
で
は
、
地
方
公
務
員
人
事
管
理
に
お
け
る
地
方
自
治
体
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
の
権
限
伸
張
、
ま
た
彼
ら
が
運
営
し
や
す
い
よ
う
な
制
度
改
正
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
地
方
公
務
員
組
織
内
部
で
の
権
限
移
譲
、
地
方
公
務
員
の
任
用
に
関
す
る
改
善
点
の
改
正
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
国
家
公
務
員
制
度
と
は
異
な
る
地
方
公
務
員
制
度
独
自
の
展
開
、
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地
方
公
務
員
の
キ
ャ
リ
ア
充
実
に
繋
が
る
改
正
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
地
域
の
特
殊
性
に
対
応
で
き
る
制
度
構
築
と
い
っ
た
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
を
通
じ
て
、
地
方
公
務
員
制
度
運
用
に
お
い
て
首
長
及
び
地
方
議
会
議
員
の
権
限
の
充
実
が
図
ら
れ
、
そ
れ
が
人
事
運
営
の
み
な
ら
ず
地
方
自
治
体
に
お
け
る
自
治
に
結
び
付
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
っ
た
特
徴
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
更
に
市
町
村
間
協
同
組
織
の
進
展
と
い
っ
た
よ
う
に
、
地
方
分
権
化
政
策
の
深
化
と
並
行
し
な
が
ら
、
地
方
公
務
員
制
度
も
ま
た
改
正
に
取
り
組
ん
で
き
た
様
子
も
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
に
よ
っ
て
国
家
公
務
員
と
地
方
公
務
員
の
身
分
規
程
が
同
じ
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
地
方
公
務
員
制
度
の
前
提
と
し
て
、
国
家
公
務
員
制
度
の
持
つ
権
利
義
務
を
比
較
対
照
し
な
が
ら
両
者
同
等
の
身
分
規
程
の
獲
得
と
充
実
維
持
を
目
指
す
と
い
っ
た
傾
向
が
常
時
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
こ
の
点
が
ど
の
よ
う
に
地
方
公
務
員
制
度
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
十
分
に
記
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て
は
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
ま
で
し
か
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
を
扱
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
に
つ
い
て
述
べ
て
い
な
い
。
特
に
二
〇
〇
三
年
の
憲
法
改
正
、
地
方
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
が
更
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
地
方
分
権
化
政
策
が
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
中
、
地
方
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
っ
て
も
、
二
〇
〇
七
年
に
複
数
の
法
令
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
は
地
方
公
務
員
制
度
へ
の
改
正
に
留
ま
ら
ず
、
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
を
も
改
正
の
対
象
と
し
、
公
務
員
制
度
全
体
に
及
ぶ
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
地
方
公
務
員
制
度
の
展
開
を
追
う
と
共
に
、
地
方
公
務
員
制
度
を
含
め
た
公
務
員
制
度
に
つ
い
て
、
各
改
正
に
込
め
ら
れ
た
意
味
へ
の
更
な
る
検
討
を
次
稿
の
課
題
と
し
た
い
。
(
)
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
の
補
完
法
と
し
て
一
九
八
四
年
七
月
一
二
日
法
(
lo
i
n

8
4
59
4
d
u
1
2
ju
ille
t
1
9
8
4)
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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()
本
稿
に
お
け
る
前
稿
と
は
以
下
の
文
献
を
指
す
。
玉
井
亮
子
｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
と
そ
の
展
開
過
程
市
町
村
公
務
員
を
中
心
と
し
て｣
『
法
と
政
治』
第
五
八
巻
第
三
・
四
号
、
二
〇
〇
八
年
一
月
、p
.
7
1
3
77
5
。
(
)
R
O
G
N
A
R
D
M
ich
e
l-A
n
to
in
e
.
L
a
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le,
a
cteu
r
d
e
la

	



d
e
	




d
u
territoire
e t
d
u

	


loca
l[
e
n
lig
n
e]
.
A
v
is
e
t
R
ap
p
o
rts
d
u
C
o
n
se
il
E
co
n
o
m
iq
u
e
e
t
S
o
cial,
n

2
0
0
0
19
d
u
2
9


2
0
0
0
,
p
.
2
2
[


d
u
3
1
o
cto
b
re
2
0
0
8]
.
D
isp
o
n
ib
le
su
r
:
h
ttp
://w
w
w
.ce
s.fr
/rap
p
o
rt/rap
zip
/0
0
1
2
1
2
1
9
.zip
.
(
)
S
C
H
W
A
R
T
Z




R
a
p
p
ort
su
r
le
recru
tem
en
t,
la
form
a
tion
et
le

	


d
e

 
d
es
a
gen
ts
territoria
u
x.
M
in
istre
d
e
!"#$
%
#
&

e
t
au
M
in
istre
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
,
d
e
la
'

d
e
l’E
tat
e
t
d
e
la
$
%(!#)(%#'$

1
9
9
8
,
p
.
6

7
.
(
)
一
九
八
五
年
七
月
三
一
日
デ
ク
レ
と
一
九
八
七
年
二
月
一
三
日
デ
ク
レ
は
、
国
の
県
設
備
局
を
県
に
権
限
移
譲
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
そ
し
て
五
％
の
職
員
が
県
職
員
と
な
っ
た
に
留
ま
っ
た
と
い
う
。
以
上
の
情
報
に
つ
い
て
は
以
下
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

自
治
体
国
際
化
協
会
『
C
L
A
IR
R
E
P
O
R
T
N
o
.
2
2
1
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
分
権
一
五
年』
二
〇
〇
一
年
、p
.
4
9
50
、h
ttp
://w
w
w
.clair.o
r.jp
/j/fo
ru
m
/
c_
re
p
o
rt/p
d
f/2
2
1
.p
d
f
(
二
〇
〇
九
年
六
月
一
〇
日
閲
覧)
。
(
)
国
家
公
務
員
同
様
、
現
行
の
地
方
公
務
員
制
度
に
お
い
て
は
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
())%*

d
e
la
(#*)
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
以
前
の
市
町
村
公
務
員
が
使
用
し
て
い
た
専
門
職
シ
ス
テ
ム
())%*

d
e
l’e
m
p
lo
i)
と
は
異
な
り
、
等
級
と
職
の
区
別
を
認
め
て
い
る
な
ど
、
国
家
公
務
員
制
度
と
共
通
す
る
部
分
を
多
く
持
つ
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
専
門
職
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
て
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
一
定
範
囲
内
の
理
由
で
失
職
し
た
場
合
、
直
ぐ
に
は
失
業
に
な
ら
な
い
な
ど
身
分
保
障
は
手
厚
く
、
各
人
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
が
設
計
し
易
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
(
)
例
え
ば
地
方
公
務
員
の
基
本
給
を
定
め
る
項
目
に
つ
い
て
は
含
ま
れ
な
い
。
(
	)
D
U
R
A
N
D
D
o
m
in
iq
u
e
.
U
n
e
h
istoire
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
P
aris
:
la
d
isp
u
te
,
2
0
0
4
,
p
.
2
5
4
25
9
.
(

)
E
n
tre
tie
n
av
e
c
O
liv
ie
r
S
ch
ram
e
ck
.
L
a
ga
zette.
2
6
jan
v
ie
r
2
0
0
9
,
p
.
2
9
.
(
)
職
群
は
五
九
設
置
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
職
団
は
約
一
五
〇
〇
か
ら
一
七
〇
〇
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
運
用
さ
れ
て
い
る
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二
の
は
約
九
〇
〇
と
い
う
。A
U
B
Y
Je
an
-M
arie
,
A
U
B
Y
Je
an
-B
e
rn
ard
,
D
ID
IE
R
Je
an
-P
ie
rre
,
T
A
IL
L
E
F
A
IT
A
n
to
n
y
.
D
roit
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
6
e




P
aris
:
d
allo
z,
2
0
0
9
,
p
.
7
1
.
(
)
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
の
一
部
の
職
員
に
は
競
争
試
験
は
免
除
さ
れ
て
い
る
が
、
正
規
職
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
は
何
ら
か
の
適
正
試
験
(
筆
記
試
験
、
面
接
等)
は
受
験
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
競
争
試
験
の
設
置
は
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
一
六
条
、
研
修
の
義
務
は
一
九
八
三
年
七
月
一
三
日
法
二
二
条
、
管
理
運
営
は
一
九
八
四
年
一
月
二
六
日
法
四
条
で
各
々
定
め
ら
れ
て
い
る
。
(
)
当
時
設
置
が
予
定
さ
れ
た
の
は
、
人
事
管
理
機
関
と
し
て
は
、
全
国
地
方
公
務
員
運
営
セ
ン
タ
ー
、
州
地
方
公
務
員
運
営
セ
ン
タ
ー
、
県
地
方
公
務
員
運
営
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
研
修
機
関
と
し
て
は
、
全
国
地
方
公
務
員
研
修
セ
ン
タ
ー
(
C
e
n
tre
n
atio
n
al
d
e
fo
rm
atio
n
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)
と
州
地
方
公
務
員
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
置
予
定
で
あ
っ
た
。
(
)
D
U
R
A
N
D
D
o
m
in
iq
u
e
.
U
n
e
h
istoire
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
2
6
1
.
cf.C
N
F
P
T
,
L
e
s
tre
n
te
an
s
d
u
C
N
F
P
T
,
p
.
3
3
.
(
)
政
府
報
告
書
に
よ
る
指
摘
は
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。O
R
T
IZ
L
au
re
.
R
ech
erch
es
su
r
la
stru
ctu
re
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.

	



p
o
u
r
le
d
o
cto
rat
e
n
d
ro
it
au



d
e
s
scie
n
ce
s
so
ciale
s
d
e
to
u
lo
u
se
,
1
9
9
2
,
p
.
3
3
8
.
C
f.R
ap
p
o
rt
P
au
l
G
iro
d
.




n

1
7
0
.
to
m
e
II.
p
.
1
1
.
(
)
R
O
U
B
A
N
L
u
c.
L
a
fon
ction
p
u
b
liqu
e.
P
aris
:
L
a


2
0
0
4
,
p
.
4
6
.
(
)
左
翼
政
党
の
敗
北
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
既
に
日
本
に
お
い
て
も
詳
細
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
南
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
二
つ
の
国
民
議
会
選
挙
で
の
社
会
党
の
敗
北
に
、
左
翼
政
党
の
衰
退
の
兆
候
を
見
出
し
て
い
る
。
そ
の
敗
北
と
は
、
八
六
年
の
国
民
議
会
選
挙
で
の
社
会
党
の
敗
北
、
そ
し
て
八
八
年
国
民
議
会
選
挙
に
お
い
て
急
進
社
会
左
派
を
含
め
て
も
社
会
党
が
単
独
過
半
数
を
得
ら
れ
ず
、
共
産
党
の
支
持
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
二
つ
の
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
更
に
八
九
年
以
後
、
ソ
連
、
東
欧
圏
の
共
産
主
義
政
権
の
衰
退
な
ど
、
社
会
主
義
へ
の
疑
念
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
露
呈
し
た
こ
と
が
社
会
党
低
落
を
止
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
要
因
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
社
会
党
自
身
、
政
権
党
と
し
て
失
業
問
題
、
移
民
問
題
、
都
市
郊
外
の
治
安
悪
化
に
対
し
て
、
有
効
な
解
決
策
を
提
示
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
選
挙
敗
北
の
原
因
に
あ
る
こ
と
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三
も
述
べ
て
い
る
(
南
充
彦
｢
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
状
況｣
渡
辺
和
行
、
南
充
彦
、
森
本
哲
郎
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
政
治
史』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
一
九
九
七
年
、p
.
2
2
7
23
6)
。
ま
た
土
倉
は
投
票
行
動
を
通
じ
て
社
会
党
敗
退
の
理
由
を
説
明
す
る
。
つ
ま
り
従
来
は
左
翼
に
投
じ
ら
れ
て
い
た
票
が
、
棄
権
、
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト
、
右
翼
、
ま
た
極
右
政
党
で
あ
る
｢
国
民
戦
線
(
F
ro
n
t
N
atio
n
al-F
N
)｣
へ
と
票
が
流
れ
る
と
い
っ
た
投
票
行
動
の
流
動
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
す
る
。
土
倉
は
、
こ
の
傾
向
は
既
成
政
党
へ
の
不
信
の
一
端
か
ら
起
こ
っ
た
現
象
で
あ
っ
て
、
右
翼
連
合
へ
の
支
持
が
上
昇
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
無
い
と
し
、
右
翼
の
現
状
維
持
と
左
翼
の
自
滅
と
解
す
る
と
す
る
。
(
土
倉
莞
爾
｢
フ
ラ
ン
ス
一
九
九
三
年
総
選
挙
政
界
再
編
の
足
音｣
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
選
挙
政
治』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
、
p
.
6
1
64
。)
ま
た
社
会
党
の
歴
代
首
相
に
お
け
る
不
祥
事
と
そ
れ
に
対
す
る
対
応
の
甘
さ
が
社
会
党
へ
の
支
持
率
低
下
に
拍
車
を
か
け
た
要
因
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
八
五
年
の
エ
イ
ズ
血
液
製
剤
使
用
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
事
が
九
一
年
秋
に
発
覚
し
、
当
時
首
相
で
あ
っ
た
フ
ァ
ビ
ウ
ス
(
R
o
lan
d
F
ab
iu
s
、
首
相
在
任
は
一
九
八
四
年
七
月
か
ら
一
九
八
六
年
三
月)
へ
の
責
任
追
及
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
当
時
首
相
で
あ
っ
た
ベ
レ
ボ
ゴ
ア
(
P
ie
rre






、
首
相
在
任
は
一
九
九
二
年
四
月
か
ら
一
九
九
三
年
三
月)
に
は
国
民
議
会
選
挙
直
前
の
九
三
年
二
月
に
政
治
資
金
不
正
疑
惑
が
浮
上
し
た
こ
と
、
ま
た
左
翼
政
権
下
に
お
い
て
失
業
問
題
へ
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
等
を
記
し
て
い
る
。
土
倉
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
九
三
年
の
選
挙
結
果
は
、
ミ
ッ
テ
ラ
ン
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
政
策
へ
の
評
価
が
、
社
会
党
の
信
頼
回
復
に
上
手
く
機
能
し
な
か
っ
た
と
も
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
九
二
年
春
の
州
議
会
選
挙
と
県
議
会
選
挙
に
お
け
る
社
会
党
の
敗
北
と
九
二
年
秋
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
関
す
る
国
民
投
票
の
僅
差
の
勝
利
は
、｢
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
時
代
へ
の
拒
絶
(
同
前
、p
.
6
4)｣
と
評
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
土
倉
は
一
九
九
三
年
三
月
の
国
民
議
会
選
挙
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
政
策
理
念
だ
け
で
は
な
く
、
政
権
へ
の
実
績
評
価
、
す
な
わ
ち
｢
社
会
党
政
権
へ
の
批
判
の
現
わ
れ
が
選
挙
結
果
と
し
て
現
れ
た
結
果
(
同
前
、p
.
6
4)｣
と
記
す
の
で
あ
る
。
(
)
こ
の
説
明
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
し
て
い
る
。B
E
L
L
IN
A

	


L
a

lo
i
H
o
e
ffe
l
:
u
n
e



co
n
se
n
su
e
lle
d
e
la
fo
cn
tio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
.
R
evu
e





d
u
d
roit
a
d
m
in
istra
tif,
n

1
1(
5)
.
1
9
9
5
,
p
.
1
0
1
8
10
1
9
.
(
)
B
O
U
R
D
O
N
Jaq
u
e
s.
L
a
lo
i
N
o
.
9
4
11
3
4
d
u
2
7



1
9
9
4
.


 !
" #
ju
rid
iqu
e-D
roit
a
d
m
in
istra
tif,
2
0
m
ars
1
9
9
5
,
p
.
1
7
3
.
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論
説
84
八
四
()
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
の
法
案
作
成
時
に
は
原
案
と
な
っ
た
議
員
提
出
法
案
が
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
三
月
一
三
日
、
中
道
右
派
の
フ
ラ
ン
ス
民
主
主
義
連
合
共
和
派
(
l’U
n
io
n
p
o
u
r
la


	



	

-L
e
P
arti



		)
の
元
老
院
議
員
で
あ
る
プ
エ
ッ
チ
(
Je
an
P
U
E
C
H
)
と
元
老
院
議
員
で
あ
り
、
マ
ル
ヌ
(
M
arn
e)
県
の
県
議
会
議
長
で
も
あ
っ
た
ベ
ク
ト
ゥ
ン
(
A
lb
e
rt
V
E
C
T
E
N
)
に
よ
っ
て
法
案
は
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
に
お
い
て
は
、
市
町
村
職
員
に
関
し
て
は
市
町
村
長
に
人
事
管
理
に
つ
い
て
よ
り
幅
広
い
権
限
を
与
え
る
こ
と
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
や
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
の
役
割
の
改
善
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
地
方
公
務
員
制
度
の
基
本
構
造
に
は
触
れ
ず
、
組
織
内
の
再
編
を
行
う
こ
と
で
、
現
状
の
改
善
を
図
ろ
う
と
の
意
図
の
下
、
作
成
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
案
で
提
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
に
人
件
費
が
増
額
さ
れ
る
こ
と
は
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
お
い
て
も
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
他
の
提
案
、
例
え
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
廃
止
し
て
職
群
を
５
等
級
と
す
る
こ
と
と
か
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
の
運
営
委
員
会
を
議
員
の
み
で
構
成
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
か
ら
も
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
が
問
題
に
対
し
て
組
織
内
の
再
編
で
対
応
す
る
と
い
っ
た
方
向
性
を
持
つ
所
以
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
(
)
市
町
村
間
協
同
組
織
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
が
詳
し
い
。
久
邇
良
子
｢
市
町
村
組
織
の
再
編
成｣
『
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
制
度
改
革』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
四
年
、p
.
1
3
0
15
0
。
岡
村
茂
｢
二
一
世
紀
に
お
け
る
市
町
村
間
協
同
組
織
の
展
開｣
『
フ
ラ
ン
ス
分
権
化
改
革
の
政
治
社
会
学』
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
〇
年
、p
.
1
6
5
20
6
。
(
)
R
IP
O
C
H
E
S
e
rg
e
.
Jeu
x
et
en
jeu
x
d
e
la
loi
H
oeffel.
P
aris
:
		

d
u
p
ap
y
ru
s,
1
9
9
5
,
p
.
1
9
.
(
)
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
協
会
は
、
地
方
公
務
員
制
度
に
関
す
る
法
案
に
つ
い
て
、
改
正
案
を
提
示
す
る
な
ど
法
成
立
に
至
る
ま
で
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
(
)
元
老
院
議
員
と
は
選
挙
方
法
は
間
接
選
挙
で
あ
っ
て
、
国
民
議
会
議
員
、
州
議
会
議
員
、
県
議
会
議
員
の
す
べ
て
お
よ
び
市
町
村
議
会
議
員
の
代
表
が
、
県
単
位
に
選
挙
団
を
形
成
し
て
選
出
す
る
。
市
町
村
議
会
代
表
は
元
老
院
選
挙
人
の
約
九
五
％
以
上
を
占
め
る
。
(
)
B
E
L
L
IN
A

	


L
a

lo
i
H
o
e
ffe
l
:
u
n
e




co
n
se
n
su
e
lle
d
e
la
fo
cn
tio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale
.
op
.cit.,
p
.
1
0
1
8
10
1
9
.
(
)
一
九
九
二
年
に
は
、
主
に
市
町
村
長
が
委
員
と
な
っ
て
い
る
運
営
セ
ン
タ
ー
長
協
会(
l’A
sso
ciatio
n
d
e
s

	


d
e
ce
n
tre
d
e
法と政治 61巻 1・2号 (2010年 7月)
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
85
八
五
g
e
stio
n)
が
、
人
事
管
理
と
研
修
を
分
離
す
る
こ
と
を
求
め
た
白
書
を
採
択
し
て
い
る
。
更
に
一
九
九
二
年
二
月
一
八
日
に
は
、
当
時
地
方
担
当
大
臣
補
佐
で
あ
っ
た
マ
ル
シ
ャ
ン
(
P
h
ilip
p
e
M
arch
an
d)
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
会
計
検
査
院
の
調
査
評
定
官
で
あ
っ
た
リ
ゴ
ー
デ
ィ
ア
(
Jacq
u
e
s
R
ig
au
d
iat)
が
｢
地
方
公
務
員
制
度
の
近
代
化
の
た
め
に
(
P
o
u
r
u
n
e
m
o
d
e
rn
isatio
n
d
e
la
fo
n
ctio
n
p
u
b
liq
u
e
te
rrito
riale)｣
と
題
し
た
報
告
書
を
提
出
し
て
お
り
、
そ
の
報
告
書
内
で
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
事
務
が
集
中
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
非
正
規
職
員
の
多
数
雇
用
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
職
員
採
用
と
育
成
に
問
題
点
が
あ
る
こ
と
へ
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。R
IG
A
U
D
IA
T
Jacq
u
e
s.
P
ou
r
u
n
e
m
od
ern
isa
tion
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.




d
e
	





1
9
9
4
.
更
に
一
九
九
四
年
二
月
に
は
、
当
時
一
〇
五
市
町
村
長
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
中
都
市
連
盟
(
la




d
e
s
v
ille
s
m
o
y
e
n
n
e
s)
が
白
書
を
作
成
し
、
人
口
に
よ
る
規
定
を
緩
和
し
、
中
規
模
市
町
村
に
お
い
て
も
地
方
上
級
幹
部
職
の
雇
用
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
求
め
、
例
え
ば
地
方
行
政
管
理
職
者
(
ad
m
in
istrate
u
r
te
rrito
riale)
の
職
群
は
人
口
八
万
人
の
市
町
村
に
お
い
て
設
置
で
き
た
が
そ
れ
を
人
口
四
万
人
以
上
か
ら
設
置
で
き
る
よ
う
求
め
た
。
ま
た
一
九
九
四
年
二
月
末
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
長
協
会
(
A
sso
ciatio
n
d
e
s
m
aire
d
e
F
ran
ce)
が
政
府
に
答
申
を
提
出
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
採
用
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
一
定
の
選
考
の
下
で
採
用
さ
れ
て
い
た
が
、
市
町
村
長
に
よ
る
直
接
採
用
が
出
来
る
よ
う
、
改
善
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。R
IP
O
C
H
E
S
e
rg
e
.
Jeu
x
et
en
jeu
x
d
e
la
loi
H
oeffel,
op
.cit.,
p
.
2
3
27
.
(
)
一
九
九
四
年
七
月
二
日
、
元
老
院
委
員
会
で
の
レ
ニ
ョ
ウ
ル
(





	)
の
発
言
。B
O
U
R
D
O
N
Jaq
u
e
s.
L
a
lo
i
N
o
.
9
4

1
1
3
4
d
u
2
7





1
9
9
4
.
op
.,
cit,
p
.
1
7
1
.
(
)
B
O
U
R
D
O
N
Jaq
u
e
s.
L
a
lo
i
N
o
.
9
4

1
1
3
4
d
u
2
7


1
9
9
4
.
op
.cit.,
p
.
1
7
9
.
(
)
松
村
の
調
査
に
依
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
労
働
組
合
で
あ
るC
.G
.T
に
お
い
て
は
、
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
九
〇
年
代
半
ば
に
お
い
て
、
官
公
庁
労
働
組
合
員
は
四
分
の
一
に
減
っ
た
と
い
う
。
一
九
九
七
年
の
『
L
e
M
o
n
d
e』
の
調
査
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
全
体
の
労
働
組
合
組
織
率
を
見
て
み
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
半
ば
ま
で
三
〇
％
前
後
を
保
持
し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
時
点
で
の
組
合
組
織
率
は
九
・
一
％
を
記
し
た
と
い
う
。
松
村
文
人
｢
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
労
使
関
係
と
労
働
組
合
の
変
化｣
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌』
五
四
九
号
、
二
〇
〇
四
年
、p
.
2
6
。
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六
()
D
U
R
A
N
D
o
m
in
iq
u
e
.
U
n
e
h
istoire
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
2
6
3
26
4
.
(
)
Ib
id
em
.
p
.
2
6
2
.
(
)
同
数
委
員
会
へ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
政
府
報
告
書
で
の
記
述
が
あ
る
。C
O
U
R
T
IA
L
Je
an
.
R
a
p
p
ort
a
u



d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e,
d
e
la
	


d
e


et
d
e

	



d
u
territoire,:
L
es
in
stitu
tion
s
d
e
la
fon
ction
p
u
b
liqu
e
territoria
le.
op
.cit.,
p
.
8
.
(
)
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
関
す
る
解
説
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
し
て
い
る
。B
O
U
R
D
O
N
Jaq
u
e
s.
L
a
lo
i
N
o
.
9
4
11
3
4
d
u
2
7





1
9
9
4
.




	
ju
rid
iqu
e-D
roit
a
d
m
in
istra
tif.
op
.cit.,
p
.
1
7
1
17
9
.
(
)
こ
れ
以
外
に
も
、
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
に
つ
い
て
は
、
人
事
管
理
に
関
す
る
資
料
や
統
計
を
作
成
す
る
た
め
に
、
公
施
設
法
人
の
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
か
ら
必
要
な
人
材
を
特
別
併
任
と
し
て
受
け
入
れ
て
地
方
自
治
体
人
事
管
理
に
関
す
る
専
門
資
料
の
調
査
、
作
成
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
自
治
体
や
公
施
設
法
人
の
間
で
は
、
従
来
は
、
出
向
に
よ
っ
て
職
員
任
用
を
行
っ
て
き
た
が
、
協
約
に
基
づ
け
ば
特
別
併
任
の
手
続
き
を
用
い
て
職
員
を
雇
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
措
置
は
、
法
人
格
を
持
た
な
い
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
が
地
方
公
務
員
制
度
高
等
評
議
会
事
務
局
を
設
置
し
て
い
る
地
方
自
治
体
総
務
課
、
す
な
わ
ち
内
務
省
と
い
う
中
央
省
庁
の
介
入
に
よ
っ
て
、
協
約
に
基
づ
い
た
特
別
併
任
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
た
。
(
)
従
来
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
職
の
創
設
、
欠
員
の
通
知
、
公
示
、
広
報
、
試
験
に
つ
い
て
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
と
Ｂ
、
運
営
セ
ン
タ
ー
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
、
を
担
当
し
て
い
た
。
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
に
お
い
て
は
、
運
営
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
て
い
な
い
地
方
自
治
体
も
含
め
た
全
地
方
公
共
団
体
又
は
公
施
設
法
人
は
、
全
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
職
の
創
設
、
欠
員
を
そ
の
地
域
の
運
営
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
と
Ｂ
の
諸
事
項
に
関
し
て
、
運
営
セ
ン
タ
ー
か
ら
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
情
報
を
伝
達
し
、
そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
と
Ｂ
、
運
営
セ
ン
タ
ー
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
、
の
各
職
の
創
設
、
あ
る
い
は
欠
員
の
公
示
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
内
部
昇
任
と
競
争
試
験
に
よ
る
採
用
に
つ
い
て
は
、
運
営
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、
全
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
採
用
候
補
者
名
簿
(
liste
d
’ap
p
titu
d
e)
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
地
方
公
務
員
制
度
の
改
正
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七
欠
員
公
示
を
し
た
地
方
自
治
体
は
、
そ
の
求
人
に
対
し
て
四
カ
月
以
内
に
採
用
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
競
争
試
験
の
結
果
を
元
に
作
成
さ
れ
た
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
の
採
用
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
運
営
セ
ン
タ
ー
に
加
入
し
て
い
な
い
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
内
部
昇
任
の
後
あ
る
い
は
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
競
争
試
験
の
後
に
、
採
用
候
補
者
名
簿
に
新
た
に
名
前
を
掲
載
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
(
)
R
IP
O
C
H
E
S
e
rg
e
.
Jeu
x
et
en
jeu
x
d
e
la
loi
H
oeffel.
op
.cit.,
p
.
5
1
.
(
)
直
接
採
用
が
認
め
ら
れ
た
職
と
は
、
行
政
職
員
(
A
g
e
n
t
ad
m
in
istratif)
、
学
芸
職
員
(
ag
e
n
t
d
u
p
atrim
o
in
e)
、
維
持
係
(
ag
e
n
t
d
’e
n
tre
tie
n)
、
運
転
手
(
co
n
d
u
cte
u
r)
、
社
会
係
(
ag
e
n
t
so
cial)
で
あ
り
、
職
の
給
与
等
級
２
の
者
と
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
一
六
条
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
(	)
Ｄ
が
法
文
上
か
ら
消
滅
し
た
こ
と
を
認
め
た
。
一
九
八
九
年
二
月
に
公
務
員
担
当
大
臣
と
公
務
員
組
合
と
の
間
で
締
結
し
た
合
意
に
よ
っ
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｄ
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
へ
と
漸
進
的
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
上
で
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｄ
の
文
言
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｄ
の
消
滅
が
暗
に
法
文
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
(
)
一
九
九
五
年
二
月
一
三
日
通
達
に
よ
っ
て
、
不
完
全
時
間
雇
用
の
非
正
規
職
員
雇
用
に
つ
い
て
は
、
正
規
雇
用
職
員
の
一
週
間
の
就
業
時
間
は
三
九
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
一
九
時
間
三
〇
分
、
あ
る
い
は
一
九
時
間
三
〇
分
以
上
勤
務
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
た
。
(
)
こ
れ
は
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
四
九
条
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
四
年
一
二
月
二
七
日
法
第
二
九
条
に
お
い
て
は
、
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
競
争
試
験
に
合
格
し
た
公
務
員
候
補
者
は
、
初
任
者
研
修
の
期
間
中
は
、
適
応
の
た
め
の
初
任
者
研
修
(
fo
rm
atio
n
in
itiale
d
’ap
p
licatio
n)
期
間
と
し
て
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
の
下
で
公
務
員
候
補
生
と
し
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
そ
の
期
間
の
後
、
こ
の
候
補
生
は
任
命
候
補
者
名
簿
に
載
り
、
そ
の
採
用
を
待
つ
こ
と
、
ま
た
期
間
内
に
任
命
さ
れ
な
い
場
合
は
、
元
来
の
職
群
に
戻
り
、
給
与
は
保
障
さ
れ
る
、
と
い
う
手
続
き
が
踏
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
対
象
と
な
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
職
群
と
は
、
地
方
行
政
管
理
職
者
(
ad
m
in
istrate
u
rs
te
rrito
riau
x)
、
文
化
財
保
護
学
芸
員
管
理
職
者
(
co
n
se
rv
ate
u
r
d
u
p
atrim
o
in
e)
、
図
書
館
管
理
員
管
理
職
者
(
co
n
se
rv
ate
u
r
d
u




	)
ま
た
条
件
付
で
第
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
技
師
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(







e
n
ch
e
f
d
e
	







)
で
あ
っ
た
。
(
)
こ
の
改
正
以
前
か
ら
、
地
方
自
治
体
の
都
合
に
よ
り
、
正
規
職
員
で
あ
る
職
員
の
ポ
ス
ト
が
廃
止
さ
れ
る
場
合
の
手
続
き
は
定
め
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
職
員
が
保
持
す
る
等
級
に
対
応
し
た
ポ
ス
ト
を
地
方
自
治
体
内
で
提
供
す
る
か
、
地
方
自
治
体
が
ポ
ス
ト
を
提
供
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
職
員
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ａ
の
場
合
に
は
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
に
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
そ
の
団
体
を
管
轄
す
る
運
営
セ
ン
タ
ー
に
引
き
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
職
員
は
引
き
続
き
給
与
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
職
員
を
排
除
し
た
地
方
自
治
体
は
、
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
又
は
運
営
セ
ン
タ
ー
に
、
所
定
の
分
担
金
を
払
い
、
そ
れ
が
給
与
の
一
部
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
地
方
公
務
員
セ
ン
タ
ー
又
は
運
営
セ
ン
タ
ー
は
、
一
定
期
間
内
に
一
定
回
数
、
そ
の
職
員
に
そ
の
等
級
に
対
応
す
る
職
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
職
員
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｃ
に
属
す
る
場
合
に
は
、
提
供
さ
れ
る
職
は
同
じ
県
又
は
隣
接
す
る
県
に
位
置
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
こ
の
当
時
(
一
九
九
四
年)
の
規
定
内
容
で
あ
る
。
(
)
A
R
N
O
U
X




A
N
D
R
O
N
C
o
rin
n
e
,
R
O
S
A
Z
Z
A
L
au
re
n
ce
,
D
O
S
S
A
N
T
O
S
F
ran
cis.
L
a
F
.P
.T
.
e
n
m
u
tatio
n
:
an
aly
se
d
e
la
lo
i
H
o
e
ffe
l,
la
lettre
d
u
ca
d
re
territoria
l,
1
9
9
5
,
p
.
4
1
42
.
(
)
こ
の
指
摘
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。Ib
id
em
.
p
.
1
3
14
.
(
)
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
自
治
体
に
は
、
州
(



)
、
県
(
d
ép
a
rtem
en
ts)
、
市
町
村
(
co
m
m
u
n
e
s)
と
三
つ
の
層
が
あ
る
。
そ
し
て
市
町
村
は
約
三
万
六
千
を
数
え
、
人
口
が
一
〇
〇
人
未
満
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
二
〇
〇
万
人
を
超
え
る
パ
リ
の
よ
う
な
市
も
あ
る
。
市
町
村
は
数
が
多
い
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
間
の
人
口
の
差
が
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
地
方
自
治
体
の
状
況
が
あ
る
上
で
、
一
つ
の
地
方
公
務
員
制
度
に
基
づ
い
た
人
事
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
)
こ
の
よ
う
な
理
解
は
地
方
分
権
化
政
策
に
お
け
る
マ
ビ
ロ
ー
(
A
lb
e
rt
M
ab
ile
au)
の
議
論
よ
り
発
想
を
得
た
も
の
で
も
あ
る
。
マ
ビ
ロ
ー
の
説
明
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
地
方
制
度
改
革
を
伴
っ
た
地
方
分
権
化
政
策
は
、
議
員
の
う
ち
、
特
に
大
都
市
の
名
望
家
議
員
た
ち
に
大
き
な
権
限
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。M
A
B
IL
E
A
U
A
lb
e
rt.
L
e
s


in
v
isib
le
s
d
u
lo
cal.
F
au
x
-
se
m
b
lan
ts
e
t
d
y
n
am
iq
u
e
s
d
e
la






R
evu
e


d
e
scien
ce
p
olitiqu
e,
v
o
l.
4
7
,
n

3
,
1
9
9
7
,
p
.
3
4
2
34
3
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一
Analyse des modifications de la fonction
publique territoriale en France
Ryoko TAMAI
Ⅰ. Prologue
Ⅱ. La loi du 13 juillet 1987
Ⅲ. La loi du 27 1994
Ⅳ. Les 	
	
des modifications de la fontion publique territoriale
Ⅴ. 

La loi du 13 juillet 1983 et la loi du 26 janvier 1984 	le statut
d’une nouvelle fonction publique territoriale. Le gouvernement aborde
continuellement les modifications du statut des fonctionnaires territoriaux.
Au titre des 
	de ce 	nous retiendrons surtout les lois
du 13 juillet 1987. Et la loi du 27 1994 a 	aussi ce statut.
Ces modifications sontl’origine d’une certain nombre des

	que la
fonction publique territoriale rencontre. Afin 	
les mutations de la
fonction publique territoriale contemporaine, il convient d’analyser ses modi-
fications. Les processus
	les	
	
qui peuventla
politique de la fonction publique et mettent en valeur les enjeux de sa

